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『
楞
厳
経
』
巻
六　

訳
注
（
二
）

教
学
研
究
委
員
会
編

�

（
小
川
太
龍
・
野
口
善
敬
・
廣
田
宗
玄
・
堀　

祥
岳
・
本
多
道
隆
・
丸
毛
俊
宏
〔
五
十
音
順
〕）

本
稿
は
、『
大
仏
頂
如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行
首
楞
厳
経
』（
略
称
『
楞
厳
経
』）
巻
六
に
対
す
る
訳
注
の
試
み
の
第
二

回
目
で
あ
る
。
前
稿
同
様
、
底
本
に
は
、
磧
沙
蔵
本
（
新
文
豊
出
版
公
司
影
印
『
宋
版 

磧
沙
大
蔵
経
』）
を
使
用
し
、
校
本
に
は
、
高
麗
蔵

本
に
拠
る
『
大
正
大
蔵
経
』
第
一
九
冊
所
収
本
を
用
い
た
。
凡
例
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
掲
載
済
み
で
あ
る
の
で
省
略
す
る
。

〔
三
〕

　

世
尊
、
我
復
以
此
聞
熏（

一
）

聞（
１
）修
、
金
剛
三（

２
）昧
、
無
作
妙（

３
）力
、
與
諸
十
方
三
世
六
道
一
切
衆
生
、
同
悲（

４
）仰
故
、
令
諸
衆
生
、
於
我

身
心（

５
）、
獲
十
四
種
無
畏
功
德（

６
）。
一
者
、
由
我
不
自
觀
音
、
以
觀
觀
者（

７
）、
令
彼
十
方
苦
惱
衆
生
、
觀
其
音
聲
、
即
得
解
脱（

８
）。
二

者
、
知
見
旋
復（

９
）、
令
諸
衆
生
、
設
入
大
火
、
火
不
能
燒

（
（1
（

。
三
者
、
觀
聽
旋
復
、
令
諸
衆
生
、
大
水
所
漂
、
水
不
能
溺

（
（1
（

。
四
者
、

斷
滅
妄
想
、
心
無
殺
害

（
（1
（

、
令
諸
衆
生
、
入
諸
鬼
國
、
鬼
不
能
害

（
（1
（

。
五
者
、
熏（

一
）

聞
成
聞

（
（1
（

、
六
根
銷
復
、
同
於
聲
聽

（
（1
（

、
能
令
衆
生
、

臨
當
被
害
、
刀
段
段
壊

（
（1
（

、
使
其
兵
戈
、
猶
如
割
水
、
亦
如
吹
光

（
（1
（

、
性
無
揺
動
。
六
者
、
聞
熏（

一
）

精
（
（1
（

明
、
明
徧
法
界
、
則
諸
幽
暗
性

不
能
全

（
（1
（

、
能
令
衆
生
、
藥
叉
羅
刹
、
鳩
槃
茶
鬼
、
及
毗
舍
遮
、
富
單
那
等

（
（2
（

、
雖
近
其
傍
、
目
不
能
視

（
（2
（

。
七
者
、
音
性
圓
銷
、
觀
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聽
返
入
、
離
諸
塵
妄
、
能
令
衆
生
、
禁
繫
枷
鎖
、
所
不
能
著

（
（2
（

。
八
者
、
滅
音
圓
聞
、
徧
生
慈
力
、
能
令
衆
生
、
經
過
險
路

（
（2
（

、
賊

不
能
劫

（
（2
（

。
九
者
、
熏（

一
）

聞
離
塵
、
色
所
不
劫
、
能
令
一
切
多
婬
衆
生
、
遠
離
貪
欲

（
（2
（

。
十
者
、
純
音
無
塵
、
根
境
圓
融
、
無
對
所

對
（
（2
（

、
能
令
一
切
忿
恨
衆
生
、
離
諸
嗔
恚

（
（2
（

。
十
一
者
、
銷
塵
旋
明
、
法
界
身
心
、
猶
如
瑠
璃
、
朗
徹
無
礙
、
能
令
一
切
昬
鈍
性
障

諸
阿
顛

（
（2
（

迦
、
永
離
癡
暗

（
（2
（

。
十
二
者
、
融
形
復
聞
、
不
動
道

（
（3
（

場
、
渉
入
世
間
、
不
壊
世
界
、
能
徧
十
方
、
供
養
微
塵
諸
佛
如
來
、

各
各
佛
邊
、
爲
法
王

（
（3
（

子
、
能
令
法
界
無
子
衆
生
、
欲
求
男
者
、
誕
生
福
德
智
慧
之
男

（
（3
（

。
十
三
者
、
六
根
圓

（
（3
（

通
、
明
照
無
二
、
含

十
方
界
、
立
大
圓

（
（3
（

鏡
、
空
如
來

（
（3
（

蔵
、
承
順
十
方
微
塵
如
來
、
祕
蜜（

二
）

法
門
、
受
領
無
失
、
能
令
法
界
無
子
衆
生
、
欲
求
女
者
、
誕

生
端
正
福
德
柔
順
、
衆
人
愛
敬
、
有
相
之
女

（
（3
（

。
十
四
者
、
此
三
千
大
千
世

（
（3
（

界
、
百
億
日

（
（3
（

月
、
現
住
世
間
、
諸
法
王
子
、
有
六
十

二
恒
河
沙

（
（3
（

數
、
修
法
垂
範
、
教
化
衆
生
、
隨
順
衆
生
、
方
便
智
慧
、
各
各
不
同
。
由
我
所
得
、
圓
通
本

（
（4
（

根
、
發
妙
耳
門
、
然
後

身
心
、
微
妙
含
容
、
周（

三
）徧
法
界

（
（4
（

、
能
令
衆
生
、
持
我
名
號
、
與
彼
共
持
六
十
二
恒
河
沙
諸
法
王

（
（3
（

子
、
二
人
福
德
、
正
等
無
異
。

世
尊
、
我
一
名（

四
）號
、
與
彼
衆
多
名

無
異
、
由
我
修
習
、
得
真
圓
通

（
（4
（

。
是
名
十
四
施
無

（
（4
（

畏
力
、
福
備
衆
生
。

　
【
校�

記
】（
一
）
熏
＝
大
正
蔵
は
「
薫
」
に
作
る
。　
（
二
）
蜜
＝
大
正
蔵
は
「
密
」
に
作
る
。　
（
三
）
周
徧
＝
大
正
蔵
は
「
遍

周
」
に
作
る
。　
（
四
）
名
號
＝
大
正
蔵
は
「
號
名
」
に
作
る
。

＊

世
尊
よ
、
我
れ
復
た
此
の
聞
熏
聞
修
、
金
剛
三
昧
、
無
作
の
妙
力
を
以
て
、
諸
も
ろ
の
十
方
三
世
の
六
道
の
一
切
の
衆
生

と
、
同と

も

に
悲
仰
す
る
が
故
に
、
諸
も
ろ
の
衆
生
を
し
て
、
我
が
身
心
に
於
い
て
、
十
四
種
の
無
畏
功
德
を
獲え

さ
し
む
。
一
に

は
、
我
れ
自み

ず
か

ら
音
を
觀
ぜ
ず
、
以
て
觀
ず
る
者
を
觀
ず
る
に
由
り
、
彼
の
十
方
の
苦
惱
せ
る
衆
生
を
し
て
、
其
の
音
聲
を
觀
ず

れ
ば
、
即
ち
解
脱
を
得
さ
し
む
。
二
に
は
、
知
見
旋
復
す
れ
ば
、
諸
も
ろ
の
衆
生
を
し
て
、
設た

と

い
大
火
に
入
る
と
も
、
火
も
燒

く
こ
と
能
わ
ざ
ら
し
む
。
三
に
は
、
聽
を
觀
じ
て
旋
復
す
れ
ば
、
諸
も
ろ
の
衆
生
を
し
て
、
大
水
に
漂
わ
さ
る
る
も
、
水
も
溺
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れ
し
む
る
こ
と
能
わ
ざ
ら
し
む
。
四
に
は
、
妄
想
を
斷
滅
し
、
心
に
殺
害
無
け
れ
ば
、
諸
も
ろ
の
衆
生
を
し
て
、
諸
も
ろ
の
鬼

國
に
入
る
も
、
鬼
、
害
す
る
こ
と
能
わ
ざ
ら
し
む
。
五
に
は
、
聞
を
熏
じ
て
聞
を
成
じ
、
六
根
銷
復
し
て
聲
聽
に
同
じ
な
れ

ば
、
能
く
衆
生
を
し
て
、
當
に
害
せ
ら
る
べ
き
に
臨
む
も
、
刀
、
段
段
に
壊お

ら
し
め
、
其
の
兵
戈
を
し
て
、
猶
お
水
を
割
く
が

如
く
、
亦
た
光
を
吹
く
が
如
く
な
ら
し
め
、
性
は
揺
動
す
る
こ
と
無
か
ら
し
む
。
六
に
は
、
聞
熏
精
明
に
し
て
、
明
、
法
界
に

徧あ
ま
ねけ

れ
ば
、
則
ち
諸
も
ろ
の
幽
暗
の
性
は
全
き
こ
と
能
わ
ず
、
能
く
衆
生
を
し
て
、
藥
叉
・
羅
刹
、
鳩
槃
茶
鬼
、
及
び
毗
舍

遮
、
富
單
那
等
、
其
の
傍
に
近
づ
く
と
雖
も
、
目
は
視
る
こ
と
能
わ
ざ
ら
し
む
。
七
に
は
、
音
性
圓
銷
し
、
聽
を
觀
じ
て
返
入

し
て
、
諸
も
ろ
の
塵
妄
を
離
る
れ
ば
、
能
く
衆
生
を
し
て
、
禁
繫
の
枷
鎖
、
著つ

く
こ
と
能
わ
ざ
る
所
な
ら
し
む
。
八
に
は
、
音

を
滅
し
聞
を
圓ま

ど
か

に
し
て
、
徧あ

ま
ね

く
慈
力
を
生
ず
れ
ば
、
能
く
衆
生
を
し
て
、
險
し
き
路
を
經
過
す
る
も
、
賊
、
劫お

び
や

か
す
こ
と
能
わ

ざ
ら
し
む
。
九
に
は
、
聞
を
熏
じ
て
塵
を
離
れ
、
色
、
劫お

び
や

か
さ
ざ
る
所
な
れ
ば
、
能
く
一
切
多
婬
の
衆
生
を
し
て
、
貪
欲
を
遠

離
せ
し
む
。
十
に
は
、
純
音
に
塵
無
く
、
根
境
圓
融
し
て
、
對
と
所
對
と
無
け
れ
ば
、
能
く
一
切
忿
恨
の
衆
生
を
し
て
、
諸
も

ろ
の
嗔
恚
を
離
れ
し
む
。
十
一
に
は
、
塵
を
銷け

し
て
明
に
旋め

ぐ

り
、
法
界
と
身
心
は
、
猶
お
瑠
璃
の
如
く
、
朗
徹
無
礙
な
れ
ば
、

能
く
一
切
昬
鈍
の
性
障
の
諸
も
ろ
の
阿あ

顛て
ん

迦か

を
し
て
、
永
く
癡
暗
を
離
れ
し
む
。
十
二
に
は
、
形
を
融
し
て
聞
に
復
し
、
道
場

を
動
か
ず
し
て
、
世
間
に
渉
入
し
、
世
界
を
壊
さ
ず
し
て
、
能
く
十
方
に
徧あ

ま
ね

く
、
微
塵
の
諸
佛
如
來
を
供
養
し
て
、
各
各
の
佛

邊
に
て
、
法
王
子
と
爲
れ
ば
、
能
く
法
界
の
子
無
き
衆
生
の
、
男お

の
こ

を
求
め
ん
と
欲
す
る
者
を
し
て
、
福
德
智
慧
の
男お

の
こ

を
誕
生
せ

し
む
。
十
三
に
は
、
六
根
圓
通
し
、
明
ら
か
に
照
ら
す
こ
と
無
二
な
り
て
、
十
方
界
を
含
み
、
大
圓
鏡
、
空
如
來
蔵
を
立
て
、

十
方
微
塵
の
如
來
に
承
順
し
、
祕
蜜
の
法
門
、
受
領
し
て
失
う
こ
と
無
け
れ
ば
、
能
く
法
界
の
子
無
き
衆
生
の
、
女め

の
こ

を
求
め
ん

と
欲
す
る
者
を
し
て
、
端
正
福
德
柔
順
に
し
て
、
衆
人
に
愛
敬
せ
ら
る
る
、
有
相
の
女め

の
こ

を
誕
生
せ
し
む
。
十
四
に
は
、
此
の
三

千
大
千
世
界
、
百
億
の
日
月
あ
り
、
世
間
に
現
れ
住と

ど

ま
る
、
諸
も
ろ
の
法
王
子
は
、
六
十
二
恒
河
沙
數
有
り
、
法
を
修
し
範
を

垂
れ
て
、
衆
生
を
教
化
す
る
も
、
衆
生
に
隨
順
す
る
、
方
便
と
智
慧
は
、
各
各
同
じ
か
ら
ず
。
我
が
得
る
所
の
、
圓
通
の
本
根
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は
、
妙
な
る
耳
門
よ
り
發
し
、
然
る
後
に
身
心
、
微
妙
に
含
容
し
、
法
界
に
周
徧
す
る
に
由
り
、
能
く
衆
生
を
し
て
、
我
が
名

號
を
持た

も

つ
も
の
と
、
彼
の
共
に
六
十
二
恒
河
沙
の
諸
も
ろ
の
法
王
子
を
持
つ
も
の
と
、
二
人
の
福
德
、
正ま

さ

に
等
し
く
し
て
異
な

る
こ
と
無
か
ら
し
む
。
世
尊
よ
、
我
が
一
名
號
と
、
彼
の
衆
多
の
名
號
と
は
異
な
る
こ
と
無
き
は
、
我
れ
修
習
し
て
、
真
の
圓

通
を
得
る
に
由
り
て
な
り
。
是
れ
を
「
十
四
の
施
無
畏
力
」
と
名
づ
け
、
福
を
衆
生
に
備
わ
し
め
ん
。

＊

世
に
尊
き
お
方
よ
、
私
は
、
さ
ら
に
こ
の
聞
熏
聞
修
（
聞
・
思
・
修
の
実
践
）
と
〔
聞
・
思
・
修
の
実
践
で
得
ら
れ
た
〕
金
剛

三
昧
（
堅
固
な
禅
定
）
と
〔
金
剛
三
昧
を
得
た
こ
と
で
臨
機
応
変
に
衆
生
を
救
済
で
き
る
〕
無あ

る
が
ま
ま作
の
妙た

え

な
る
力
で
も
っ
て
、
諸
々

の
十
方
三
世
に
わ
た
る
六
道
の
〔
う
ち
に
存
在
す
る
〕
一
切
の
衆
生
と
共
に
〔
衆
生
の
苦
し
み
を
〕
悲
し
み
〔
衆
生
の
安
楽

を
〕
仰
ぎ
求
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
諸
々
の
衆
生
に
、
私
の
〔
こ
の
〕
身
心
に
お
い
て
〔
以
下
の
〕
十
四
種
の
無
畏
功
徳
（
災

難
や
畏
れ
が
な
い
状
態
に
す
る
功
徳
）
を
手
に
入
れ
さ
せ
ま
す
。〔
ま
ず
〕
一
つ
に
は
、
私
は
、〔
聴
覚
の
対
象
と
な
る
〕
音
を
自み

ず
か

ら

観
じ
る
の
で
は
な
く
、〔
そ
の
音
を
〕
観
じ
る
〔
聞
性
（
耳
聞
と
い
う
根
性
）
な
る
〕
も
の
を
観
じ
〔
る
こ
と
で
、
一
切
の
煩
悩

か
ら
解
き
放
た
れ
〕
て
お
り
ま
す
の
で
、
か
の
十

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
方
で
苦
悩
す
る
衆
生
に
、
私
の
〔
名
号
を
称と

な

え
る
そ
の
〕
音お

声と

を
観
じ
て

即
座
に
〔
如
何
な
る
苦
悩
か
ら
も
〕
解ま

ぬ
が
れ脱
さ
せ
る
よ
う
に
致
し
ま
す
。
二
つ
に
は
、〔
私
は
、
認
識
し
た
り
見
た
り
と
い
っ
た
〕

知
や
見
〔
の
は
た
ら
き
〕
が
〔
円
満
な
本
性
に
〕
立
ち
か
え
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
諸
々
の
衆
生
が
、
た
と
え
大
火
〔
の
な

か
〕
に
入
ろ
う
と
も
、〔
そ
う
し
た
〕
火
で
さ
え
〔
彼
ら
を
〕
焼
く
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
さ
せ
ま
す
。
三
つ
に
は
、〔
私

は
〕
聴
く
と
い
う
こ
と
を
観
じ
て
〔
本
性
に
〕
立
ち
か
え
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
諸
々
の
衆
生
が
、〔
た
と
え
〕
大
水
に
流
さ

れ
よ
う
と
も
、〔
そ
う
し
た
〕
水
で
さ
え
〔
彼
ら
を
〕
溺
れ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
さ
せ
ま
す
。
四
つ
に
は
、〔
私

は
、
誤
っ
た
想
念
で
あ
る
〕
妄
想
を
断
ち
切
っ
て
お
り
、〔
妄
想
の
生
滅
に
よ
っ
て
〕
心
に
〔
法
身
を
〕
殺
し
〔
慧
命
を
〕
害

す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
諸
々
の
衆
生
が
、〔
た
と
え
〕
諸
々
の
〔
悪
〕
鬼
〔
の
住
ま
う
〕
国
に
入
ろ
う
と
も
、
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〔
そ
う
し
た
悪
〕
鬼
が
〔
彼
ら
に
〕
危
害
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
さ
せ
ま
す
。
五
つ
に
は
、〔
私
は
、
耳
識
・
耳

根
・
声
境
に
由
来
す
る
虚
妄
な
〕
聞
を
〔
正
し
く
〕
習
慣
づ
け
〔
て
対
治
し
〕、〔
真
正
の
〕
聞
〔
へ
の
立
ち
か
え
り
〕
を
成
就

し
て
お
り
、〔
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
〕
六
根
は
、〔
こ
の
う
ち
の
耳
と
、
そ
れ
に
関
わ
る
〕
声
と
聴
〔
と
が
本
性
に
立

ち
か
え
っ
て
い
る
の
〕
と
同
じ
く
、〔
根
・
境
（
＝
塵
）・
識
を
〕
消
滅
し
て
〔
本
性
に
〕
立
ち
か
え
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
衆

生
が
危
害
を
加
え
ら
れ
ん
と
す
る
事
態
に
直
面
し
て
も
、〔
彼
ら
に
振
り
下
ろ
さ
れ
る
〕
刀
を
木
っ
端
微
塵
に
折
り
砕
き
、
そ

う
し
た
武
器
を
、
ち
ょ
う
ど
水
を
分
割
し
よ
う
と
し
た
り
光
を
吹
き
と
ば
そ
う
と
し
た
り
と
い
っ
た
よ
う
な
〔
無
意
味
で
役
に

立
た
な
い
〕
も
の
に
さ
せ
、〔
人
為
的
な
は
か
ら
い

0

0

0

0

を
加
え
な
い
本
〕
性
は
、
び
く
と
も
動
か
な
い
よ
う
に
さ
せ
ま
す
。
六
つ

に
は
、〔
私
は
〕
聞
熏
〔
習
の
実
践
〕
が
明
る
く
清
ら
か
で
、〔
智
慧
の
〕
光
明
が
法せ

か
い界
に
普
く
行
き
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、〔
無迷

明い

の
〕
暗
闇
な
ど
生
じ
よ
う
が
な
く
、
衆
生
に
〔
対
し
〕、
薬
叉
・
羅
刹
・
鳩
槃
茶
鬼
や
毘
舎
遮
・
富
単
那
ら
が
そ
ば

に
近
づ
こ
う
と
も
、〔
こ
れ
ら
悪
鬼
た
ち
の
〕
目
で
は
〔
衆
生
の
存
在
を
〕
見
え
な
い
よ
う
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
七
つ
に
は
、

〔
私
は
、
執
着
の
対
象
と
な
る
〕
音
性
（
音
を
音
た
ら
し
め
て
い
る
も
の
）
が
円
満
に
消
え
、
聴
く
と
い
う
こ
と
を
観
じ
て
〔
本
性

に
〕
立
ち
か
え
り
、
諸
々
の
塵
妄
（
虚
妄
な
心
に
よ
っ
て
生
じ
る
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
の
六
塵
）
を
除
き
去
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
衆
生
に
〔
対
し
〕、〔
彼
ら
を
〕
拘
束
す
る
枷か

せ

・
鎖く

さ
り

〔
の
よ
う
な
六
塵
の
纏ま

と

わ
り
や
六
根
に
よ
る
碍さ

ま
た

げ
〕
が
〔
彼
ら
の
身
心

に
〕
付
け
な
い
よ
う
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
八
つ
に
は
、〔
心
を
劫お

び
や

か
し
善
を
害そ

こ
な

う
虚
妄
な
〕
音
を
滅
し
、
聞
を
円
〔
満
な
も
の
〕

に
し
て
、
普
く
慈
〔
悲
の
〕
力
を
起
こ
し
ま
す
の
で
、
衆
生
に
〔
対
し
〕、〔
彼
ら
が
〕
険
し
い
路み

ち

を
通
り
過
ぎ
よ
う
と
も
、
盗

賊
に
〔
彼
ら
を
〕
劫お

び
や

か
さ
な
い
よ
う
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
九
つ
に
は
、〔
私
は
、
耳
識
・
耳
根
・
声
境
に
由
来
す
る
虚
妄
な
〕

聞
を
〔
正
し
く
〕
習
慣
づ
け
〔
て
対
治
し
〕、〔
虚
妄
な
〕
塵対

象

を
除
き
去
っ
て
、
色
〔
欲
〕
に
劫お

び
や

か
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
淫
欲
に
耽
る
一
切
の
衆
生
に
〔
対
し
〕、〔
自
己
の
欲
す
る
も
の
を
貪
り
求
め
る
〕
貪
欲
を
除
き
去
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
十
に
は
、
純
〔
浄
な
〕
音
に
は
〔
心
を
け
が
す
〕
塵
〔
垢
〕
が
な
く
、〔
感
覚
器
官
と
そ
の
対
象
で
あ
る
〕
根
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と
境
は
円
〔
満
に
相
即
〕
融
〔
合
〕
し
て
、
対
立
す
る
〔
主
体
と
な
る
〕
も
の
（
＝
根
）
と
、
対
立
さ
れ
る
〔
客
体
と
な
る
〕

も
の
（
＝
境
）
と
が
〔
存
在
す
る
こ
と
が
〕
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
怒
り
や
恨
み
に
狂
う
一
切
の
衆
生
に
〔
対
し
〕、〔
そ
う
し
た
〕

諸
々
の
瞋怒

り
や
恨
み恚
を
除
き
去
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
十
一
に
は
、〔
私
は
、
心
を
け
が
す
〕
塵
〔
に
よ
っ
て
生
じ
る
迷
い
の
暗

闇
〕
を
消
し
て
明
〔
ら
か
な
真
理
〕
に
立
ち
か
え
り
、
法せ

か
い界
と
〔
こ
の
〕
身
心
が
、
ち
ょ
う
ど
瑠
璃
の
よ
う
に
、
す
っ
き
り
と

し
て
い
て
碍さ

ま
た

げ
あ
う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、〔
真
理
に
〕
昏
〔
く
て
愚
〕
鈍
な
自
性
の
障さ

わ

り
を
も
っ
た
阿あ

顛て
ん

迦か

（
悟
り
得
な

い
と
さ
れ
る
者
）
に
、
永
久
に
迷
い
の
暗
闇
か
ら
遠
ざ
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
十
二
に
は
、
形
〔
を
も
つ
全
て
の
も
の
〕

を
融
合
し
〔
一
体
と
な
っ
〕
て
〔
真
正
の
〕
聞
に
立
ち
か
え
り
、
道
場
で
じ
っ
と
し
た
ま
ま
で
、
世
間
に
分
け
入
り
、
世
界
を

壊
さ
ず
に
、
十

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
方
に
普
く
行
き
わ
た
っ
て
、
微

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
塵
の
諸
も
ろ
の
仏ほ

如と

来け

を
供
養
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
の
そ
ば
で
法ぼ

王さ

子つ

と

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、〔
こ
の
〕
法せ

か
い界
で
子
ど
も
を
持
た
な
い
衆
生
の
う
ち
、
男
の
子
を
欲
し
が
る
者
に
は
、
福
徳
（
善

行
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
福
利
・
功
徳
）
と
智
慧
を
具そ

な

え
た
男
の
子
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
十
三
に
は
、〔
私
は
〕
六
根

が
〔
碍さ

ま
た

げ
あ
う
こ
と
な
く
〕
円
〔
満
に
融
〕
通
し
て
お
り
、
対
立
も
差
別
も
な
く
明
ら
か
に
照う

つ

し
だ
し
、
十あ

ら
ゆ
る
世
界

方
界
を
包
み
込
ん

で
、
大
円
鏡
〔
智
〕（
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
照
ら
し
だ
す
智
慧
）
と
空
如
来
蔵
（
無
量
の
功
徳
を
含
蔵
す
る
本
心
）
を
〔
確
〕
立
し
て

い
ま
す
。〔
さ
ら
に
〕
十

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
方
の
微

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
塵
の
如ほ

と
け来
に
付
き
従
い
、〔
奥
深
い
〕
秘
密
の
法教

え門
を
受
け
て
失
う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、〔
こ
の
〕
法せ

か
い界
で
子
ど
も
を
持
た
な
い
衆
生
の
う
ち
、
女
の
子
を
欲
し
が
る
者
に
は
、
容
姿
端
麗
、
福
徳
を
具そ

な

え
て
柔

順
で
、〔
か
つ
〕
多
く
の
人
々
に
愛
し
敬
わ
れ
る
有す

が
た相
を
も
っ
た
女
の
子
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
十
四
に
は
、
こ

の
三あ

り
と
あ
ら
ゆ
る

千
大
千
世
界
と
〔
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
に
〕
百数

限
り
な
い億
日
月
が
あ
っ
て
、〔
そ
う
し
た
〕
世
間
に
現
れ
住と

ど

ま
る
六数

え

き

れ

な

い

十
二
恒
河
沙
数

の
法ぼ

王さ

子つ

は
、
仏
法
を
修
め
て
模
範
を
示
し
、
衆
生
を
教
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
衆
生
〔
の
素
質
や
能
力
〕
に
応
じ
る
、〔
そ

の
〕
方手

だ
て便
と
智
慧
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
い
ま
す
。
私
が
〔
聞
思
修
の
実
践
を
通
し
て
修
め
〕
得
た
円
〔
満
に
融
〕
通
し
た

本根
本
の
と
こ
ろ
根
は
、
妙た

え

な
る
耳
〔
と
い
う
〕
門入

口

か
ら
啓
発
し
、
そ
の
後
に
、〔
こ
の
〕
身
心
は
、
微細

や
か
で
深
遠妙
に
〔
こ
の
法せ

か
い界
を
〕
包
み
込
み
、



101

法せ
か
い界

に
普
く
行
き
わ
た
り
ま
す
の
で
、
衆
生
で
、
私
の
名
号
を
持た

も

つ
者
と
、
彼
の
六数

え

き

れ

な

い

数

十
二
恒
河
沙
の
諸
々
の
法ぼ

王さ

子つ

〔
の
名

号
〕
を
同
じ
よ
う
に
持た

も

つ
者
と
、〔
こ
の
〕
二
人
〔
が
得
る
と
こ
ろ
〕
の
福
徳
が
、
ま
さ
に
等
し
く
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
世
に
尊
き
お
方
よ
、
私
の
〔「
観
世
音
菩
薩
」
と
い
う
〕
名
号
〔
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
功
徳
〕
と
、

彼
の
多
く
の
〔
法ぼ

王さ

子つ

た
ち
の
〕
名
号
〔
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
功
徳
〕
と
が
異
な
ら
な
い
の
は
、
私
が
〔
聞
思
修
を
実
践

し
、
こ
れ
を
〕
修
め
て
本
当
の
円
〔
満
融
〕
通
〔
な
る
無
碍
の
は
た
ら
き
〕
を
得
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
を
「
十
四
の
施
無
畏
力

（
畏
れ
を
取
り
去
る
力
）」
と
名
づ
け
、〔
こ
れ
に
よ
っ
て
〕
福
〔
徳
〕
を
衆
生
に
具
備
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

＊

（
１
）
聞
熏
聞
修
＝
〔
二
〕
注
（
１
）
参
照
。

（
２
）
金
剛
三
昧
＝
〔
二
〕
注
（
１
）
参
照
。

（
３
）
無
作
妙
力
＝
〔
二
〕
注
（
１
）
参
照
。

（
４
）
悲
仰
＝
〔
一
〕
注
（
11
）
参
照
。

（
５
）
於
我
身
心
＝
『
観
音
義
疏
記
』
に
「
一
切
の
依
・
正
、
皆
な
是
れ
観
音
の
妙
身
・
妙
心
な
り
（
一
切
依
正
、
皆
是
観
音
妙
身
妙
心
）」

（
巻
四
・T

34-956c

）
と
あ
り
、
一
切
の
正
報
（
過
去
の
業行

な
い
に
よ
っ
て
受
け
た
身
心
）
と
依
報
（
そ
の
身
心
の
依
り
ど
こ
ろ
と
な
る
世
間
・
環
境
）
は
、

全
て
観
世
音
菩
薩
の
妙
な
る
身
で
あ
り
、
妙
な
る
心
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
６
）
令
諸
衆
生
…
獲
十
四
種
無
畏
功
德
＝
『
通
議
』
は
、「〔
悲
し
み
苦
し
ん
だ
り
、
安
楽
を
仰
ぎ
求
め
た
り
と
い
う
〕
衆
生
の
悲
仰

は
、
菩
薩
の
悲
仰
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
菩
薩
の
〔
広
大
無
辺
の
〕
身
心
の
中
で
、
諸
々
の
衆
生
に
〔
災
難
や

畏
れ
が
な
い
状
態
に
す
る
〕
十
四
種
の
無
畏
功
徳
を
手
に
入
れ
さ
せ
る
（
衆
生
の
悲
仰
は
、
即
ち
菩
薩
の
悲
仰
な
り
。
故
に
菩
薩
の
身
心
の

中
に
於
い
て
、
諸
も
ろ
の
衆
生
を
し
て
十
四
種
の
無
畏
功
徳
を
獲
さ
し
む
／
衆
生
之
悲
仰
、
即
菩
薩
之
悲
仰
也
。
故
於
菩
薩
身
心
之
中
、
令
諸
衆
生
獲
十

四
種
無
畏
功
徳
）」（
巻
六
・Z19-105c

）
と
す
る
。「
無
畏
」
と
は
「
恐
怖
し
な
い
こ
と
。
安
穏
で
怖
畏
の
全
く
な
い
状
態
」（『
中
村
』p.1312

）
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の
こ
と
。
以
下
で
は
、「
一
者
」「
二
者
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
、
衆
生
に
災
難
や
畏
れ
を
な
く
さ
せ
る
観
世
音
菩
薩
の
十
四
種

の
功
徳
が
順
次
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
十
四
種
の
功
徳
は
、『
法
華
経
』「
普
門
品
」（T

9-56c~58b

、
岩
波
文
庫
本
㊦p.242~271

）
で
説
か

れ
る
も
の
と
内
容
の
面
で
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
法
華
経
』
で
は
、
観
世
音
菩
薩
の
功
徳
が
、
釈
尊
に
よ
っ
て
無
尽
意
菩
薩
に

説
か
れ
る
の
に
対
し
、『
楞
厳
経
』
で
は
、
衆
生
済
度
の
た
め
の
積
極
的
態
度
を
示
す
観
世
音
菩
薩
自
身
が
、
そ
れ
ら
を
釈
尊
に
披

瀝
す
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

（
７
）
我
不
自
觀
音
、
以
觀
觀
者
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「
私
は
、〔
耳
で
〕
聴
く
音お

声と

〔
と
い
う
聴
覚
の
対
象
〕
を
観
じ
る
の
で
は
な

く
、
た
だ
聞
性
（
耳
聞
と
い
う
根
性
）
を
観
じ
る
だ
け
で
あ
る
（
我
れ
聴
く
所
の
音
声
を
観
ぜ
ず
、
但
だ
聞
性
を
観
ず
る
の
み
／
我
不
観
所
聴
音

声
、
但
観
聞
性
）」（
巻
六
・T

39-905c

）
と
し
、『
要
解
』
は
、「『
自み

ず
か
ら
音
を
観
ぜ
ず
』
と
は
、〔
聴
覚
の
対
象
と
な
っ
て
心
を
け
が
す
〕

聞
塵
が
引
き
起
こ
す
知
や
見
〔
と
い
っ
た
見
聞
覚
知
〕
に
引
き
ず
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
以
て
観
ず
る
者
を
観
ず
』
と

は
、〔
聴
覚
の
対
象
へ
と
向
か
う
〕
聞
機
（
聞
く
と
い
う
は
た
ら
き
）
を
反
転
し
て
自
性
を
照
ら
し
返
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（『
自み

ず
か
ら
音

を
観
ぜ
ず
』
と
は
、
聞
塵
、
起
こ
す
所
の
知
見
に
随し

た
が

わ
ざ
る
な
り
。『
以
て
観
ず
る
者
を
観
ず
』
と
は
、
聞
機
を
旋
倒
し
て
自
性
を
返
照
す
る
を
謂
う
な
り

／
不
自
観
音
者
、
不
随
聞
塵
所
起
知
見
也
。
以
観
観
者
、
謂
旋
倒
聞
機
返
照
自
性
也
）」（
巻
一
一
・Z17-398a

）
と
す
る
。「
観
者
」
は
、『
義
疏
注

経
』
の
解
釈
に
従
っ
て
、「
聞
性
」
と
解
し
た
。

（
８
）
由
我
不
自
觀
音
…
即
得
解
脱
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「
私
は
、〔
耳
で
〕
聴
く
音お

声と

〔
と
い
う
聴
覚
の
対
象
〕
を
観
じ
る
の
で
は

な
く
、
た
だ
聞
性
（
耳
聞
と
い
う
根
性
）
を
観
じ
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
音お

声と

は
自お

の

ず
と
寂
静
で
あ
っ
て
、
聞
〔
く
と
い
う
〕
相

あ
り
よ
うは

生
滅
を
離
れ
、〔
認
識
の
〕
塵た

い
し
ょ
う境
は
〔
執と

ら

わ
れ
の
対
象
と
し
て
〕
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
は
な
く
、
自
然
と
解
脱
す
る
こ
と
、
自お

の

ず
と

既
に
か
く
の
如
く
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
十

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
方
の
一
切
の
衆
生
に
、
私
の
〔
名
号
を
称と

な

え
る
そ
の
〕
音お

声と

を
聞
い
て
即
座
に
そ
の

苦
悩
か
ら
免
れ
さ
せ
る
の
で
あ
る
（
我
れ
聴
く
所
の
音
声
を
観
ぜ
ず
、
但
だ
聞
性
を
観
ず
る
の
み
な
る
に
由
り
、
音
声
自

お
の
ず
から

寂
な
り
て
、
聞
相
は

無
生
、
塵
境
拘か

か

わ
ら
ず
、
自
然
に
解
脱
す
る
こ
と
、
自

お
の
ず
から

既
に
是
く
の
如
し
。
故
に
十
方
の
一
切
の
衆
生
を
し
て
、
我
が
音
声
を
聞
け
ば
、
即
ち
苦
よ
り
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度す
く

わ
る
る
を
得
さ
し
む
／
由
我
不
観
所
聴
音
声
、
但
観
聞
性
、
音
声
自
寂
、
聞
相
無
生
、
塵
境
不
拘
、
自
然
解
脱
、
自
既
如
是
。
故
令
十
方
一
切
衆
生
、

聞
我
音
声
即
得
度
苦
）」（
巻
六
・T

39-905c

）
と
し
、『
通
議
』
は
、「〔
観
世
音
〕
菩
薩
は
、〔
聴
覚
の
対
象
と
な
る
〕
音
を
自み

ず
か
ら
観
じ
る

の
で
は
な
く
、
た
だ
聞
性
（
耳
聞
と
い
う
根
性
）
を
観
じ
て
根
・
塵
（
感
覚
器
官
と
そ
の
対
象
）〔
と
い
う
関
係
性
〕
を
す
ぐ
さ
ま
解
消
し

て
い
る
か
ら
、
苦
悩
す
る
衆
生
に
、〔
彼
ら
が
〕
自み

ず
か
ら
〔
観
音
〕
菩
薩
〔
の
名
号
〕
を
称と

な

え
る
音お

声と

を
観
じ
れ
ば
、
即
座
に
そ
の
苦

悩
か
ら
免
れ
さ
せ
る
の
で
あ
る
（
菩
薩
は
自み

ず
か

ら
音
を
観
ぜ
ず
、
但
だ
聞
性
を
観
じ
て
根
・
塵
頓と

み

に
脱
す
る
の
み
な
る
に
由
る
が
故
に
、
苦
悩
せ
る
衆

生
を
し
て
、
自み

ず
か
ら
菩
薩
を
称と

な

う
る
の
音
声
を
観
ず
れ
ば
、
即
ち
其
の
苦
よ
り
脱
せ
し
む
る
な
り
／
由
菩
薩
不
自
観
音
、
但
観
聞
性
根
塵
頓
脱
故
、
令
苦
悩

衆
生
、
観
自
称
菩
薩
之
音
声
、
即
脱
其
苦
也
）」（
巻
六
・Z19-105c

）
と
す
る
。
ま
た
、『
法
華
経
』「
普
門
品
」
に
は
「
若
し
無
量
百
千
万
億

の
衆
生
有
り
て
、
諸
も
ろ
の
苦
悩
を
受
け
ん
に
、
是
の
観
世
音
菩
薩
を
聞
き
て
、
一
心
に
名
を
称と

な

う
れ
ば
、
観
世
音
菩
薩
は
、

即た
だ
ち時
に
其
の
音
声
を
観
じ
て
、
皆
な
解ま

ぬ
が脱
る
る
こ
と
を
得
せ
し
め
ん
（
若
有
無
量
百
千
万
億
衆
生
、
受
諸
苦
悩
、
聞
是
観
世
音
菩
薩
、
一
心
称

名
、
観
世
音
菩
薩
、
即
時
観
其
音
声
、
皆
得
解
脱
）」（T

9-56c

、
岩
波
文
庫
本
㊦p.242

）
と
あ
る
。

（
９
）
知
見
旋
復
＝
「
旋
復
」
は
「
回
転
。
回
還
（
返
る
。
ぐ
る
り
と
向
き
が
変
わ
る
）」（『
漢
語
』
第
六
冊
・p.1611

、
縮
印
本
㊥p.4064

）
こ
と
。
こ

こ
は
、「〔
本
性
に
〕
立
ち
か
え
る
」
の
意
味
。『
義
疏
注
経
』
は
、「
も
と
も
と
〔
人
の
身
体
を
構
成
す
る
地
・
水
・
火
・
風
の
〕

四
大
は
そ
れ
ぞ
れ
〔
静
ま
り
か
え
っ
て
〕
ゆ
っ
た
り
と
し
た
も
の
だ
か
ら
、〔
本
性
に
〕
立
ち
か
え
っ
て
、〔
見
聞
〕
覚
知
を
本
来

の
聞
〔
の
あ
り
よ
う
〕
に
戻
せ
ば
、
知
や
見
〔
と
い
っ
た
は
た
ら
き
〕
は
〔
静
ま
り
か
え
っ
て
〕
ゆ
っ
た
り
と
し
た
状
態
に
立
ち

帰
る
（
本
と
四
大
分
湛
な
る
に
由
り
、
旋も

ど

り
て
覚
知
を
し
て
今
ま
本
聞
に
復
さ
し
め
ば
、
知
見
は
湛
に
帰
す
／
本
由
四
大
分
湛
、
旋
令
覚
知
今
復
本
聞
、

知
見
帰
湛
）」（
巻
六
・T

39-905c

）
と
す
る
。

（
10
）
令
諸
衆
生
…
火
不
能
燒
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「〔
静
ま
り
か
え
っ
て
〕
ゆ
っ
た
り
と
し
た
本
性
が
円
満
に
行
き
わ
た
っ
て
い
れ

ば
、〔
執
着
の
対
象
と
な
っ
て
煩
悩
を
引
き
起
こ
す
〕
塵
は
捉
え
よ
う
が
な
い
。
塵
で
あ
る
火
が
尽
き
て
し
ま
っ
て
い
れ
ば
、
如
何

な
る
も
の
も
焼
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
衆
生
に
大
火
で
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
の
だ
（
湛
性
は
円
遍
す
れ
ば
、
塵
得う
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可
き
こ
と
無
し
。
塵
火
既
に
歇つ

く
れ
ば
、
何
物
か
能
く
焼
か
ん
。
故
に
衆
生
を
し
て
大
火
に
壊
さ
れ
ざ
ら
し
む
／
湛
性
円
遍
、
無
塵
可
得
。
塵
火
既
歇
、

何
物
能
焼
。
故
令
衆
生
大
火
不
壊
）」（
巻
六
・T

39-905c

）
と
し
、「
火
」
を
「
塵
」（
執
着
の
対
象
と
な
っ
て
煩
悩
を
引
き
起
こ
す
外
的
要
因
）
の
こ

と
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、『
法
華
経
』「
普
門
品
」
に
は
「
若
し
是
の
観
世
音
菩
薩
の
名
を
持た

も

つ
者
有
ら
ば
、
設た

と

い
大
火

に
入
る
と
も
、
火
も
焼
く
こ
と
能
わ
ず
。
是
の
菩
薩
の
威
神
力
に
由
る
が
故
に
（
若
有
持
是
観
世
音
菩
薩
名
者
、
設
入
大
火
、
火
不
能
焼
。

由
是
菩
薩
威
神
力
故
）」（T

9-56c

、
岩
波
文
庫
本
㊦p.242

）
と
あ
る
。

（
11
）
觀
聽
旋
復
…
水
不
能
溺
＝
懐
遠
『
首
楞
厳
経
義
疏
釈
要
鈔
』
は
、「『
聴
を
観
じ
て
旋
復
す
』
と
は
、
聴
根
（
聞
根
）
を
観
じ
、〔
執

着
の
対
象
と
な
っ
て
煩
悩
を
引
き
起
こ
す
〕
塵
を
無
く
し
て
真
〔
実
の
あ
り
よ
う
〕
に
復
帰
す
る
〔
と
い
う
こ
と
な
〕
の
で
あ
る

（『
聴
を
観
じ
て
旋
復
す
』
と
は
、
聴
根
を
観
じ
、
塵
を
亡
く
し
て
真
に
復
す
る
な
り
／
観
聴
旋
復
者
、
観
於
聴
根
、
亡
塵
復
真
也
）」（
巻
五
・Z16-486d

）

と
す
る
。『
義
疏
注
経
』
は
、「
水
」
を
「
音お

声と

」
の
こ
と
と
捉
え
、「〔
音
〕
声
が
〔
空
中
を
〕
漂
い
得
る
さ
ま
は
、
水
が
波
を
押

し
上
げ
〔
て
海
を
漂
っ
て
い
〕
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
聴
く
と
い
う
こ
と
を
観
じ
て
真
〔
実
の
あ
り
よ
う
〕
に
立
ち
か
え
り
、

〔
煩
悩
を
引
き
起
こ
す
〕
塵
相
（
対
象
の
す
が
た
）
が
起
こ
ら
ず
、
は
っ
き
り
と
し
て
寂し

ず

か
で
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
れ
ば
、
如
何
な
る

も
の
も
漂
い
得
な
い
。
だ
か
ら
、〔
観
世
音
菩
薩
の
名
号
を
〕
念と

な

え
る
者
に
大
水
で
溺
れ
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
の
だ
（
声
能
く
漂
蕩
す

る
こ
と
、
水
の
波
を
騰あ

ぐ
る
が
如
し
。
聴
を
観
じ
て
真
に
旋も

ど

り
、
塵
相
起
こ
ら
ず
、
虚
明
に
し
て
寂
湛
な
れ
ば
、
何
物
か
能
く
漂
わ
ん
。
故
に
念
ず
る
者

を
し
て
大
水
に
溺
れ
ざ
ら
し
む
／
声
能
漂
蕩
、
如
水
騰
波
。
観
聴
旋
真
、
塵
相
不
起
、
虚
明
寂
湛
、
何
物
能
漂
。
故
令
念
者
大
水
不
溺
）」（
巻
六
・T

39-

905c

）
と
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、『
法
華
経
』「
普
門
品
」
に
は
「
若
し
大
水
の
漂
う
所
と
為
る
も
、
其
の
名
号
を
称と

な

う
れ
ば
、
即

ち
浅
処
を
得
ん
（
若
為
大
水
所
漂
、
称
其
名
号
、
即
得
浅
処
）」（T

9-56c
、
岩
波
文
庫
本
㊦p.242

）
と
あ
る
。

（
12
）
心
無
殺
害
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「
妄
想
（
誤
っ
た
想
念
）
が
生
じ
た
り
滅
し
た
り
す
る
と
、〔
そ
れ
は
〕
法
身
（
真
理
と
し
て
の
身
体
）

を
殺
し
、
慧
命
（
生
命
に
喩
え
ら
れ
た
智
慧
）
を
害
い
得
る
（
妄
想
生
滅
す
れ
ば
、
能
く
法
身
を
殺
し
、
能
く
慧
命
を
害
す
／
妄
想
生
滅
、
能
殺
法

身
、
能
害
慧
命
）」（
巻
六
・T

39-905c

）
と
す
る
。
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（
13
）
令
諸
衆
生
…
鬼
不
能
害
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「
も
し
惑

ぼ
ん
の
う
が
断
ち
き
ら
れ
れ
ば
、
真
実
の
本
性
が
傷そ

こ

な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

だ
か
ら
、〔
悪
〕
鬼
〔
が
住
ま
う
〕
国
に
入
っ
て
も
、〔
そ
う
し
た
悪
〕
鬼
が
危
害
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
苟
し
く
も
惑
断
絶
す

れ
ば
、
真
性
傷そ

こ

な
う
こ
と
無
し
。
故
に
鬼
国
に
入
る
も
、
鬼
、
害
す
る
こ
と
能
わ
ず
／
苟
惑
断
絶
、
真
性
無
傷
。
故
入
鬼
国
、
鬼
不
能
害
）」（
巻
六
・T

39-

905c
）
と
す
る
。
ま
た
、『
法
華
経
』「
普
門
品
」
に
は
「
若
し
百
千
万
億
の
衆
生
有
り
て
、
金
・
銀
・
琉
璃
・
車
璩
・
馬
瑙
・
珊
瑚
・

虎
珀
・
真
珠
等
の
宝
を
求
め
ん
が
為
に
、
大
海
に
入
ら
ん
に
、
仮た

と
い使
、
黒
風
、
其
の
船
舫
を
吹
き
て
、
羅
刹
鬼
の
国
に
飄た

だ
よ
わ
し
堕お

と

し
む
る
も
、
其
の
中
に
若
し
乃
至
一
人
有
り
て
、
観
世
音
菩
薩
の
名
を
称と

な

う
れ
ば
、
是
の
諸
も
ろ
の
人
等
は
皆
な
羅
刹
の
難
を

解ま
ぬ
が脱
る
る
こ
と
を
得
ん
（
若
有
百
千
万
億
衆
生
、
為
求
金
銀
琉
璃
車
璩
馬
瑙
珊
瑚
虎
珀
真
珠
等
宝
、
入
於
大
海
、
仮
使
黒
風
、
吹
其
船
舫
、
飄
堕
羅
刹

鬼
国
、
其
中
若
有
乃
至
一
人
、
称
観
世
音
菩
薩
名
者
、
是
諸
人
等
皆
得
解
脱
羅
刹
之
難
）」（T

9-56c

、
岩
波
文
庫
本
㊦p.244

）
と
あ
る
。「
羅
刹
」
は

「
通
力
に
よ
り
人
を
魅
し
、
ま
た
食
う
と
い
う
。
悪
鬼
の
類
」（『
中
村
』p.1402

）
の
こ
と
。

（
14
）
熏
聞
成
聞
＝
『
義
疏
注
経
』
に
「
妄
聞
を
熏
修
し
、
真
聞
の
性
を
成
ず
（
熏
修
妄
聞
、
成
真
聞
性
）」（
巻
六
・T

39-906a

）
と
あ
る
の
に

拠
っ
て
訳
を
試
み
た
。

（
15
）
六
根
銷
復
、
同
於
聲
聽
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「〔
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
六
根
の
う
ち
の
、
い
ず
れ
か
〕
一
根
が
、〔
そ

の
認
識
の
対
象
と
な
る
塵
（
境
）
と
の
〕
対
立
を
解
消
す
れ
ば
、〔
そ
の
他
〕
諸
々
の
根
も
や
は
り
〔
対
立
が
解
消
さ
れ
て
〕
円
融

す
る
（
一
根
、
対
を
亡
ず
れ
ば
、
諸
も
ろ
の
根
も
亦
た
融
す
／
一
根
亡
対
、
諸
根
亦
融
）」（
巻
六
・T

39-906a

）
と
し
（「
対
」
に
つ
い
て
は
注
（
26
）
参

照
）、『
正
脈
疏
』
は
、「『
六
根
銷
復
す
』
と
は
、〔
六
根
の
う
ち
の
、
い
ず
れ
か
〕
一
根
が
、
本
源
に
返
れ
ば
、
六
根
は
〔
全
て
執

着
の
対
象
か
ら
〕
解ま

ぬ
が脱
れ
る
〔
と
い
う
こ
と
な
〕
の
で
あ
る
。『
声
聴
に
同
じ
』
と
は
、
音お

声と

と
聞
性
（
耳
聞
と
い
う
根
性
）
と
に
は

〔
全
て
〕
皆
な
形じ

っ

法た
い

が
な
い
（『
六
根
銷
復
す
』
と
は
、
一
根
、
源
に
反か

え

れ
ば
、
六
根
解
脱
す
る
な
り
。『
声
聴
に
同
じ
』
と
は
、
声
と
聞
性
と
は
、
皆

な
形
法
無
し
／
六
根
銷
復
者
、
一
根
反
源
、
六
根
解
脱
也
。
同
於
声
聴
者
、
声
与
聞
性
、
皆
無
形
法
）」（
巻
六
・Z18-325d

）
と
す
る
。『
楞
厳
経
』
巻

四
に
は
、「
お
前
は
、
動
静
・
合
離
・
恬
変
・
通
塞
・
生
滅
・
明
暗
と
い
っ
た
十
二
の
変
化
の
相
に
ひ
き
ず
ら
れ
な
い
で
、〔
六
根



107 106

に
よ
る
執
着
か
ら
脱
却
す
べ
き
で
あ
っ
て
〕
一
つ
の
根
を
浄
化
す
る
に
つ
れ
て
、
妄
覚
と
の
粘
着
か
ら
脱
却
し
て
、
内
面
の
自
覚

に
合
致
せ
よ
。
合
致
し
て
本
来
の
自
覚
に
帰
一
す
れ
ば
、
本
来
の
光
を
放
つ
よ
う
に
な
る
。〔
こ
う
し
て
一
根
の
〕
光
が
発
揮
さ
れ

る
な
ら
、そ
の
他
の
五
根
の
粘
着
も
抜
く
が
ま
ま
に
完
全
に
離
脱
で
き
る
。〔
か
く
し
て
真
実
の
主
体
が
回
復
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
〕

対
境
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
起
こ
す
知
見
で
は
な
い
か
ら
、
そ
の
澄
明
さ
は
六
根
に
引
き
廻
さ
れ
な
い
で
〔
逆
に
〕
六
根
に
託
し
て
澄

明
性
が
発
揮
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
六
根
は
、〔
別
々
に
機
能
し
な
い
で
〕
相
互
に
密
接
な
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
は
た
ら
く
こ

と
と
な
る
（
汝
但
不
循
動
静
合
離
、
恬
変
通
塞
、
生
滅
暗
明
、
如
是
十
二
諸
有
為
相
、
随
抜
一
根
、
脱
粘
内
伏
。
伏
帰
元
真
、
発
本
明
耀
。
耀
性
発
明
、

諸
余
五
粘
、
応
拔
円
脱
。
不
由
前
塵
所
起
知
見
、
明
不
循
根
、
寄
根
明
発
。
由
是
六
根
互
相
為
用
）」（T

19-123b

、
荒
木
訳
・p.348

）
と
い
う
、
阿
難
に

対
す
る
釈
尊
の
教
示
が
見
ら
れ
る
が
、
観
世
音
菩
薩
は
、
自
身
が
耳
根
を
通
し
て
こ
れ
を
成
就
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
の
で
あ

る
。

（
16
）
能
令
衆
生
…
刀
段
段
壊
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「
心
の
水
は
は
っ
き
り
澄
ん
で
い
て
、
智
慧
の
光
は
動
く
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
誰

が
自
他
〔
の
区
別
〕
を
為
し
て
危
害
を
加
え
ら
れ
る
は
ず
が
あ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
、
ど
ん
な
場
合
で
も
滞
り
が
な
く
、
自
在
に
対

処
で
き
る
の
だ
（
心
水
虚
明
に
し
て
、
智
光
動
く
こ
と
無
け
れ
ば
、
誰
か
自
他
を
為
し
て
当
に
害
せ
ら
る
べ
け
ん
。
故
に
能
く
触
物
に
滞
無
く
、
刃
を

遊
ば
し
む
る
に
余
有
り
／
心
水
虚
明
、
智
光
無
動
、
誰
為
自
他
而
当
被
害
。
故
能
触
物
無
滞
、
遊
刃
有
余
）」（
巻
六
・T

39-906a

）
と
す
る
。「
遊
刃
有

余
」
は
、『
荘
子
』「
養
生
主
」
篇
を
出
典
と
す
る
「
物
事
を
自
在
に
処
理
す
る
た
と
え
」（『
漢
辞
海
』p.1425

、
岩
波
文
庫
本
①p.92

）。
ま

た
、『
法
華
経
』「
普
門
品
」
に
は
「
若
し
復
た
人
有
り
て
、
当
に
害
せ
ら
る
べ
き
に
臨
み
、
観
世
音
菩
薩
の
名
を
称と

な

う
れ
ば
、
彼

の
執
る
所
の
刀
杖
は
、
尋に

わ
か
に
段
段
に
壊
れ
て
解ま

ぬ
が脱
る
る
こ
と
を
得
ん
（
若
復
有
人
、
臨
当
被
害
、
称
観
世
音
菩
薩
名
者
、
彼
所
執
刀
杖
、
尋
段

段
壊
而
得
解
脱
）」（T

9-56c

、
岩
波
文
庫
本
㊦p.244

）
と
あ
る
。

（
17
）
使
其
兵
戈
、
猶
如
割
水
、
亦
如
吹
光
＝
『
解
蒙
鈔
』
は
、「
呉
興
云
」
と
し
て
、「『
淮
南
子
』
に
云
う
『
光
は
見
る
可
く
し
て
握

る
可
か
ら
ず
、
水
は
循し

た
が
わ
し
む
可
く
し
て
壊
す
可
か
ら
ず
』
と
。
意
を
喩
え
る
こ
と
此
く
の
如
し
（
淮
南
子
云
、
光
可
見
不
可
握
、
水
可



107

循
不
可
壊
。
喩
意
如
此
）」
と
い
う
呉
興
の
浄
覚
法
師
仁
岳
の
指
摘
を
取
り
あ
げ
て
い
る
（
巻
六
・Z21-220c

）。『
淮
南
子
』「
原
道
訓
」
に

「
夫
れ
光
は
見
る
可
く
し
て
握
る
可
か
ら
ず
。
水
は
循し

た
が
わ
し
む
可
く
し
て
毀こ

ぼ

つ
可
か
ら
ず
（
夫
光
可
見
而
不
可
握
、
水
可
循
而
不
可
毀
）」

（
新
釈
本
・p.60

）
と
あ
る
。

（
18
）
精
明
＝
「
明
潔
至
誠
（
明
る
く
清
ら
か
で
純
粋
な
こ
と
）」（『
漢
語
』
第
九
冊
・p.219

、
縮
印
本
㊦p.5395

）
と
い
う
意
味
。『
楞
厳
経
』
巻
二

に
も
「
汝
可
微
細
披
剥
万
象
、
析
出
精
明
浄
妙
見
元
、
指
陳
示
我
、
同
彼
諸
物
、
分
明
無
惑
」（T

19-112a

、
荒
木
訳
・p.125

）
と
い
っ

た
用
例
が
見
え
、
荒
木
氏
は
「
精
密
明
瞭
」
と
訳
す
。

（
19
）
聞
熏
精
明
、
明
徧
法
界
、
則
諸
幽
暗
性
不
能
全
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「
聞
熏
〔
習
〕
と
い
う
観
察
の
行
が
精
密
明
瞭
な
も
の
と

な
れ
ば
、
智
慧
の
光
は
、
す
で
に
法せ

か
い界
に
円
融
し
て
円
満
に
行
き
わ
た
っ
て
い
る
。
か
く
て
、
無迷

い明
の
邪

よ
こ
し
まな
暗
闇
は
、
永
久
に
生

じ
得
な
い
（
聞
熏
の
観
門
、
精
明
を
成
就
す
れ
ば
、
智
照
、
既
に
法
界
に
融
し
て
円
遍
す
。
而
し
て
無
明
邪
暗
、
永と

こ
し
え
に
生
ず
る
こ
と
能
わ
ず
／
聞
熏
観

門
、
成
就
精
明
、
智
照
既
融
法
界
円
遍
。
而
無
明
邪
暗
、
永
不
能
生
）」（
巻
六
・T

39-906a

）
と
し
、『
通
議
』
は
、「
聞
熏
〔
習
の
観
察
の
行
〕

が
精
密
明
瞭
で
、
智
慧
が
光
を
発
す
る
と
、
諸
々
の
〔
迷
い
の
〕
暗
さ
は
、
永
久
に
昏
昧
た
り
得
な
い
（
聞
熏
精
明
に
し
て
、
慧
性
、

光
を
発
す
れ
ば
、
則
ち
諸
も
ろ
の
暗
相
、
永と

こ
し
え
に
昏く

ら

き
こ
と
能
わ
ず
／
聞
熏
精
明
、
慧
性
発
光
、
則
諸
暗
相
、
永
不
能
昏
）」（
巻
六
・Z19-105d

）
と
す

る
。

（
20
）
藥
叉
羅
刹
、
鳩
槃
茶
鬼
、
及
毗
舍
遮
、
富
單
那
等
＝
「
薬
叉
」
は
「
夜
叉
」
の
こ
と
。「
人
を
傷
害
し
て
食
ら
う
悪
鬼
と
さ
れ
る
」

（『
中
村
』p.1373

）。「
羅
刹
」
に
つ
い
て
は
、
注
（
13
）
参
照
。「
鳩
槃
茶
鬼
」
は
「
人
の
精
気
を
食
ら
う
と
い
わ
れ
る
悪
鬼
」（『
中
村
』

p.272

）
の
こ
と
。『
望
月
』「
鳩
槃
茶
」
条
に
「
形
像
は
白
馬
頭
人
身
に
し
て
、
男
は
鉢
を
叩
き
、
女
は
太
鼓
を
打
て
り
」（
第
一
冊
・

p.698

）
と
あ
る
。「
毘
舎
遮
」
は
「
食
肉
鬼
」（『
中
村
』p.1134

）
の
こ
と
。『
望
月
』「
毘
舎
闍
」
条
に
「
此
の
鬼
は
、
人
の
精
気
又
は

血
肉
を
噉
食
す
る
も
の
な
る
を
知
る
べ
し
。
…
［
中
略
］
… 

形
像
は
皆
な
餓
鬼
の
如
く
、
手
に
人
の
手
足
、
或
い
は
劫
波
羅
を
持

す
」（
第
五
冊
・p.4303

）
と
あ
る
。「
劫
波
羅
」
は
、「
毘
舎
闍
鬼
ら
が
左
手
に
所
持
す
る
器
皿
」
の
こ
と
（『
仏
光
』
第
三
冊
「
劫
波
杯
」
条
・



109 108

p.2815

）。「
富
単
那
」
に
つ
い
て
は
、『
望
月
』
に
「
餓
鬼
中
の
勝
な
る
者
に
し
て
、
其
の
身
極
め
て
臭
穢
に
、
且
つ
人
畜
に
災
害
を

与
う
る
も
の
な
る
が
如
し
」（
第
五
冊
・p.4428

）
と
あ
る
。

（
21
）
能
令
衆
生
…
目
不
能
視
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「
薬
叉
な
ど
〔
悪
鬼
〕
の
類
は
、
皆
な
幽く

ら

い
気
を
受
け
て
い
る
が
、
明
は
暗
を
破

る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
、
悪
鬼
の
目
で
は
〔
衆
生
の
存
在
を
〕
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
（
薬
叉
等
の
類
は
咸み

な
幽

気
を
受
く
る
も
、
明
は
能
く
暗
を
破
る
。
故
に
悪
鬼
を
し
て
目
も
て
視
る
こ
と
能
わ
ざ
ら
し
む
／
薬
叉
等
類
咸
受
幽
気
、
明
能
破
暗
。
故
令
悪
鬼
目
不
能

視
）」（
巻
六
・T

39-906a

）
と
す
る
。
ま
た
、『
法
華
経
』「
普
門
品
」
に
は
「
若
し
三
千
大
千
国
土
に
、
中
に
満
つ
る
夜
叉
・
羅
刹
、

来
た
り
て
人
を
悩
ま
さ
ん
と
欲
す
る
に
、
其
の
観
世
音
菩
薩
の
名
を
称と

な

う
る
を
聞
か
ば
、
是
の
諸
も
ろ
の
悪
鬼
、
尚
お
悪
眼
を
以

て
之
を
視
る
こ
と
能
わ
ず
、
況
や
復
た
害
を
加
う
る
を
や
（
若
三
千
大
千
国
土
、
満
中
夜
叉
羅
刹
、
欲
来
悩
人
、
聞
其
称
観
世
音
菩
薩
名
者
、

是
諸
悪
鬼
、
尚
不
能
以
悪
眼
視
之
、
況
復
加
害
）」（T

9-56c

、
岩
波
文
庫
本
㊦p.244

）
と
あ
る
。

（
22
）
音
性
圓
銷
…
所
不
能
著
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「〔
執
着
の
対
象
た
る
〕
塵
と
い
う
累

わ
ず
ら
いが
互
い
に
纏ま

と

わ
り
つ
く
さ
ま
は
監
禁
さ
れ

た
よ
う
な
も
の
で
、〔
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
〕
六
根
〔
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
こ
ろ
〕
の
質さ

ま
た
げ碍
は
〔
人
を
拘
束
す
る
〕
枷か

せ

・

鎖く
さ
りの
よ
う
な
も
の
だ
。〔
外
の
対
象
に
向
か
っ
て
〕
流
〔
れ
出
し
た
聞
く
と
い
う
は
た
ら
き
〕
を
〔
本
性
へ
と
〕
戻
し
て
〔
執
着
の
〕

所対
象

〔
と
な
る
音
声
と
の
関
わ
り
〕
が
な
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
拘
束
に
よ
る
碍

さ
ま
た
げな
ど
生
じ
な
い
。
こ
の
た
め
、〔
観
世
音
菩
薩
の

名
号
を
〕
念と

な

え
る
者
は
、
枷か

せ

・
鎖く

さ
り
〔
に
よ
る
拘
束
〕
か
ら
免
れ
る
の
だ
（
塵
累
相
い
縈ま

と

わ
る
こ
と
禁
繫
す
る
が
如
く
、
六
根
の
質
碍
は
枷
鎖

の
如
し
。
既
に
し
て
流
れ
を
入か

え

し
て
所
を
亡
ず
れ
ば
、
繫
碍
成
ぜ
ず
。
是
の
故
に
念
ず
る
者
は
枷
鎖
よ
り
解ま

ぬ
が脱
る
／
塵
累
相
縈
如
禁
繫
、
六
根
質
碍
如
枷

鎖
。
既
而
入
流
亡
所
、
繫
碍
不
成
。
是
故
念
者
枷
鎖
解
脱
）」（
巻
六
・T

39-906a
）
と
し
、
可
度
『
楞
厳
経
箋
』
は
、「
一
切
の
音お

声と

の
性
（
音お

声と

を
音お

声と

た
ら
し
め
て
い
る
も
の
）
が
、
悉

こ
と
ご
とく
全
て
円
満
に
消
滅
す
れ
ば
、〔
聴
覚
の
対
象
と
な
っ
て
煩
悩
を
引
き
起
こ
す
〕
声お

塵と

が
〔
立

ち
現
れ
る
こ
と
な
ど
〕
な
い
。『
聴
を
観
じ
て
返
入
す
』
と
は
、〔
外
の
対
象
へ
と
向
か
う
〕
聞
〔
く
と
い
う
は
た
ら
き
〕
を
〔
内

へ
と
〕
返
し
て
自
性
を
聞
け
ば
、
既
に
〔
本
来
に
〕
立
ち
返
っ
て
真
性
（
真
実
不
変
の
本
性
）
を
聞
い
て
い
る
〔
と
い
う
こ
と
な
〕
の
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で
あ
る
。
こ
の
真
〔
実
不
変
の
本
〕
性
は
、
形
も
相す

が
た
も
〔
持
た
〕
な
い
か
ら
、
枷か

せ

・
鎖く

さ
り
〔
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
〕
と
い
っ
た
こ

と
な
ど
も
な
い
（
一
切
の
音
声
の
性
、
悉
く
皆
な
円
銷
す
れ
ば
、
其
の
声
塵
無
し
。『
聴
を
観
じ
て
返
入
す
』
と
は
、
則
ち
聞
を
返
し
て
自
性
を
聞
け
ば
、

既
に
乃
ち
返
り
て
真
性
を
聞
く
な
り
。
此
の
真
性
、
形
無
く
相
無
け
れ
ば
、
枷
鎖
等
の
事
も
無
し
／
一
切
音
声
之
性
、
悉
皆
円
銷
、
無
其
声
塵
。
観
聴
返

入
者
、
則
返
聞
聞
自
性
、
既
乃
返
聞
真
性
。
此
之
真
性
、
無
形
無
相
、
無
枷
鎖
等
事
）」（
巻
六
・Z89-78c

）
と
す
る
。「
観
聴
返
入
」
と
類
似
の
表

現
に
、
注
（
11
）
既
出
の
「
観
聴
旋
復
」
が
あ
る
。「
禁
繫
」
は
「
監
禁
」（『
漢
語
』
第
七
冊
・p.1450

、
縮
印
本
㊥p.4462

）
の
意
。
ま
た
、

『
法
華
経
』「
普
門
品
」
に
は
「
設
い
復ま

た
人
有
り
て
、
若
し
く
は
罪
有
り
、
若
し
く
は
罪
無
き
も
、
杻
械
・
枷
鎖
も
て
、
其
の
身

を
検と

じ
こ
め
繫
が
れ
ん
に
、
観
世
音
菩
薩
の
名
を
称と

な

う
れ
ば
、
皆
な
悉
く
断
壊
し
て
、
即
ち
解ま

ぬ
が脱
る
る
こ
と
を
得
ん
（
設
復
有
人
、
若
有

罪
、
若
無
罪
、
杻
械
枷
鎖
、
検
繫
其
身
、
称
観
世
音
菩
薩
名
者
、
皆
悉
断
壊
、
即
得
解
脱
）」（T

9-56c

、
岩
波
文
庫
本
㊦p.244

）
と
あ
る
。

（
23
）
經
過
險
路
＝
永
明
延
寿
は
、「『
険
し
き
路
を
経
過
す
』
と
は
、〔
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
〕
三
界
と
い
う
難
所
、〔
地
獄
・
餓

鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
の
〕
六
趣
と
い
う
迷
い
の
境
界
〔
を
通
り
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
〕
で
あ
る
（『
険
し
き
路
を
経
過
す
』

と
は
、
即
ち
是
れ
三
界
の
険
有
、
六
趣
の
迷
津
な
り
／
経
過
険
路
者
、
即
是
三
界
之
険
有
、
六
趣
之
迷
津
）」（『
宗
鏡
録
』
巻
二
五T

48-556a

）
と
す
る
。

（
24
）
滅
音
圓
聞
…
賊
不
能
劫
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「〔
音お

〕
声と

は
〔
衆
生
の
〕
心
を
劫お

び
や
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
善
を
害
す
る
も
の
が

賊
で
あ
る
。〔
音お

〕
声と

が
消
え
意こ

こ
ろ
が
浄き

よ

ら
か
に
な
っ
て
、
慈
〔
悲
の
〕
力
で
も
っ
て
普
く
〔
聞
を
正
し
く
〕
習
慣
づ
け
れ
ば
、〔
固

定
的
・
実
体
的
な
区
別
の
な
い
〕
平
等
〔
な
る
本
性
〕
が
手
中
に
収
ま
り
、
善
悪
が
一
体
と
な
る
。
だ
か
ら
、
危
険
な
と
こ
ろ
に

足
を
踏
み
入
れ
て
も
、
賊
は
劫お

び
や
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
（
声
能
く
心
を
劫お

び
や
か
す
。
善
を
害そ

こ
な
う
を
賊
と
為
す
。
声
銷き

え
意
浄き

よ

ら
か
に
し
て
、

慈
力
も
て
遍
く
熏
ず
れ
ば
、
平
等
は
懐
に
在
り
て
、
善
悪
同と

も

に
貫
く
。
故
に
険
に
渉
る
も
、
賊
は
劫お

び
や
か
す
こ
と
能
わ
ざ
ら
し
む
／
声
能
劫
心
。
害
善
為
賊
。

声
銷
意
浄
、
慈
力
遍
熏
、
平
等
在
懐
、
善
悪
同
貫
。
故
令
渉
険
、
賊
不
能
劫
）」（
巻
六
・T

39-906a

）
と
す
る
。
ま
た
、『
法
華
経
』「
普
門
品
」
に

は
「
若
し
三
千
大
千
国
土
に
、
中
に
満
つ
る
怨
賊
あ
ら
ん
に
、
一ひ

と
り
の
商
主
有
り
て
、
諸
も
ろ
の
商
人
を
将ひ

き

い
て
、
重
宝
を
齎も

た
ら持
し

て
、
険
し
き
路
を
経
過
せ
ば
、
其
の
中
に
一
人
、
是
の
唱
言
を
作
さ
ん
、『
諸
も
ろ
の
善
男
子
よ
、
恐
怖
す
る
を
得
る
こ
と
勿
か
れ
。
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汝
等
よ
、
応ま

当さ

に
一
心
に
観
世
音
菩
薩
の
名
号
を
称と

な

う
べ
し
。
是
の
菩
薩
は
、
能
く
無
畏
を
以
て
衆
生
に
施
し
た
ま
う
。
汝
等
よ
、

若
し
名
を
称と

な

う
れ
ば
、
此
の
怨
賊
よ
り
、
当
に
解ま

ぬ
が脱
る
る
こ
と
を
得
べ
し
』。
衆も

ろ

も
ろ
の
商
人
は
聞
き
て
、
倶と

も

に
声
を
発あ

げ
て
言
わ

ん
、『
南
無
観
世
音
菩
薩
』
と
。
其
の
名
を
称と

な

う
る
が
故
に
、
即
ち
解ま

ぬ
が脱
る
る
こ
と
を
得
ん
（
若
三
千
大
千
国
土
、
満
中
怨
賊
、
有
一
商

主
、
将
諸
商
人
、
齎
持
重
宝
、
経
過
険
路
、
其
中
一
人
、
作
是
唱
言
、『
諸
善
男
子
、
勿
得
恐
怖
。
汝
等
、
応
当
一
心
称
観
世
音
菩
薩
名
号
。
是
菩
薩
、
能

以
無
畏
施
於
衆
生
。
汝
等
、
若
称
名
者
、
於
此
怨
賊
、
当
得
解
脱
』。
衆
商
人
聞
、
倶
発
声
言
、『
南
無
観
世
音
菩
薩
』。
称
其
名
故
、
即
得
解
脱
）」（T

9-

56c

、
岩
波
文
庫
本
㊦p.246

）
と
あ
る
。

（
25
）
熏
聞
離
塵
…
遠
離
貪
欲
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「〔
聴
覚
の
対
象
と
な
る
〕
声お

塵と

が
既
に
な
く
な
り
、〔
認
識
の
対
象
と
な
る
〕
色

境
が
消
え
尽
き
れ
ば
、〔
欲
す
る
も
の
を
貪
り
求
め
る
〕
貪
欲
や
〔
あ
れ
こ
れ
と
思
い
巡
ら
す
〕
念
慮
は
、
ど
こ
か
ら
生
じ
て
こ
よ

う
か
。
だ
か
ら
、
衆
生
を
貪
欲
か
ら
遠
ざ
け
る
の
だ
（
声
塵
既
に
亡
じ
、
色
境
銷
歇
す
れ
ば
、
貪
欲
念
慮
、
何い

ず

れ
従よ

り
生
ぜ
ん
と
擬ほ

っ

せ
ん
や
。
故

に
衆
生
を
し
て
貪
欲
を
遠
離
せ
し
む
／
声
塵
既
亡
、
色
境
銷
歇
、
貪
欲
念
慮
、
擬
従
何
生
。
故
令
衆
生
遠
離
貪
欲
）」（
巻
六
・T

39-906a

）
と
し
、『
要

解
』
は
、「
衆
生
は
、〔
そ
の
〕
欲
愛
・
習
気
が
俗
塵
に
合
体
す
る
か
ら
、
色
〔
欲
〕
に
劫お

び
や
か
さ
れ
る
の
だ
が
、
金
剛
三
昧
（
堅
固
な

禅
定
）
で
も
っ
て
、
聞
を
〔
正
し
く
〕
習
慣
づ
け
〔
て
対
治
し
〕、
本
性
〔
の
顕
現
〕
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
、〔
虚
妄
な
〕
塵対

象

〔
に
対
す
る
執
着
〕
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
性
〔
の
顕
現
〕
が
成
就
す
れ
ば
、
欲
愛
は
枯
渇
し
、〔
虚
妄
な
〕
塵対

象

〔
に
対

す
る
執
着
〕
か
ら
離
れ
れ
ば
、〔
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
〕
根
と
〔
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
の
〕
境
が
向
き
あ
う
こ
と

な
ど
な
い
か
ら
、
妖あ

や

し
げ
な
色
〔
欲
〕
が
生
じ
よ
う
と
も
、
劫お

び
や
か
す
こ
と
な
ど
で
き
な
い
の
だ
（
衆
生
は
欲
習
の
塵
に
合
す
る
を
以
て
の

故
に
、
色
に
劫お

び
や
か
さ
る
る
も
、
能
く
金
剛
三
昧
を
以
て
、
聞
を
熏
じ
性
を
成
じ
て
、
遂
に
能
く
塵
を
離
る
。
性
成
ず
れ
ば
則
ち
欲
愛
乾
枯
し
、
塵
を
離
る

れ
ば
則
ち
根
境
偶
さ
ざ
れ
ば
、
故
に
妖
色
有
り
と
雖
も
、
劫
動
す
る
こ
と
能
わ
ず
／
衆
生
以
欲
習
合
塵
故
、
為
色
劫
、
能
以
金
剛
三
昧
、
熏
聞
成
性
、
遂

能
離
塵
。
性
成
則
欲
愛
乾
枯
、
離
塵
則
根
境
不
偶
、
故
雖
有
妖
色
、
不
能
劫
動
）」（
巻
一
一
・Z17-398c

）
と
す
る
。
ま
た
、『
法
華
経
』「
普
門
品
」

に
は
「
若
し
衆
生
有
り
て
、
婬
欲
多
か
ら
ん
に
、
常
に
念
じ
て
観
世
音
菩
薩
を
恭
敬
せ
ば
、
便
ち
欲
を
離
る
る
こ
と
を
得
ん
（
若
有
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衆
生
、
多
於
婬
欲
、
常
念
恭
敬
観
世
音
菩
薩
、
便
得
離
欲
）」（T

9-57a

、
岩
波
文
庫
本
㊦p.246

）
と
あ
る
。

（
26
）
無
對
所
對
＝
「
対
」
は
「
対
立
」
の
意
。『
正
脈
疏
』
は
、「
根
・
塵
（
感
覚
器
官
と
そ
の
対
象
）〔
と
い
う
関
係
性
〕
を
円
融
し
て

一ひ
と
つ法
と
な
る
か
ら
、
対
立
す
る
〔
主
体
と
な
る
〕
根器

官

も
、
対
立
さ
れ
る
〔
客
体
と
な
る
〕
塵対

象

も
な
い
（
根
・
塵
融
し
て
一
法
と
為
る
が

故
に
、
能
対
の
根
無
く
、
亦
た
所
対
の
塵
無
し
／
根
塵
融
為
一
法
故
、
無
能
対
之
根
、
亦
無
所
対
之
塵
）」（
巻
六
・Z18-326b

）
と
す
る
。「
能
所
」
に

つ
い
て
は
、『
岩
波
』
の
「
能
動
の
主
体
を
『
能
』
と
言
い
、
受
動
の
客
体
を
『
所
』
と
言
う
。『
能
』『
所
』
を
冠
し
て
様
々
な
仏

教
用
語
の
対
語
を
作
る
」（p.813

）
と
い
う
解
説
が
参
考
に
な
ろ
う
。『
正
脈
疏
』
が
指
摘
す
る
通
り
、「
能
対
」
＝
根
で
あ
り
、「
所

対
」
＝
塵
（
境
）
で
あ
る
。「
無
対
所
対
」
と
は
、
根
と
塵
（
境
）
と
の
対
立
が
解
消
さ
れ
て
円
融
し
た
状
態
を
い
う
。

（
27
）
純
音
無
塵
…
離
諸
嗔
恚
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「〔
そ
れ
ぞ
れ
の
〕
音お

声と

の
〔
個
々
別
々
の
〕
差ち

が
い別
が
、〔
心
を
静
か
に
統
一
さ
せ

た
〕
三
昧
〔
の
状
態
〕
で
も
っ
て
〔
ま
じ
り
け
の
な
い
〕
純
〔
粋
絶
対
〕
な
も
の
と
な
れ
ば
、〔
聴
覚
の
対
象
と
な
っ
て
心
を
け
が

す
〕
塵対

象

は
既
に
生
じ
な
い
。〔
耳
〕
根器

官

が
向
き
あ
う
〔
対
象
と
な
る
〕
も
の
が
な
く
、
順
境
（
自
己
の
心
に
従
い
応
ず
る
好
ま
し
い
対
象
）

も
違
境
（
自
己
の
心
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
対
象
）
も
〔
立
ち
現
れ
る
こ
と
が
〕
な
け
れ
ば
、
瞋い

か
り恚
の
心
は
、
自
然
と
な
く
な
る
。
だ

か
ら
、〔
観
世
音
菩
薩
の
名
号
を
〕
念と

な

え
る
者
に
諸
々
の
瞋い

か
り恚
か
ら
離
れ
さ
せ
る
の
だ
（
音
声
の
差
別
、
三
昧
も
て
能
く
純
た
れ
ば
、
塵
既

に
生
ぜ
ず
。
根
偶
す
る
所
無
く
、
順
違
の
境
を
得
ざ
れ
ば
、
瞋
恚
の
心
、
自

お
の
ず
から
亡
ず
。
故
に
念
ず
る
者
を
し
て
諸
も
ろ
の
瞋
恚
を
離
れ
し
む
／
音
声
差
別
、

三
昧
能
純
、
塵
既
不
生
。
根
無
所
偶
、
順
違
之
境
不
得
、
瞋
恚
之
心
自
亡
。
故
令
念
者
離
諸
瞋
恚
）」（
巻
六
・T

39-906a

）
と
し
、『
要
解
』
は
、「
音

性
（
音
を
音
た
ら
し
め
て
い
る
も
の
）
が
純
〔
粋
絶
対
〕
で
浄き

よ

ら
か
で
あ
れ
ば
、
も
う
虚
妄
な
塵対

象

な
ど
な
い
。
だ
か
ら
、〔
感
覚
器
官
と

そ
の
対
象
で
あ
る
根
と
境
と
が
〕
円
〔
満
に
相
即
〕
融
〔
合
〕
し
て
矛
盾
す
る
こ
と
が
な
く
、〔
能
動
の
主
体
と
受
動
の
客
体
と
い

う
〕
能
所
の
対
立
が
な
い
。
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
対
立
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
瞋い

か

る
と
い
う
こ
と
が
な
い
の
だ
（
音
性
純
浄
な
れ

ば
、
復
た
妄
塵
無
し
。
故
に
円
融
し
て
違
う
こ
と
無
く
、
能
所
の
対
無
し
。
違
う
こ
と
無
く
対
す
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
則
ち
瞋い

か

ら
ざ
る
な
り
／
音
性
純
浄
、

無
復
妄
塵
。
故
円
融
無
違
、
無
能
所
対
。
無
違
無
対
、
則
不
瞋
矣
）」（
巻
一
一
・Z17-398c

）
と
す
る
。
ま
た
、『
法
華
経
』「
普
門
品
」
に
は
「
若
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し
瞋い

か
り恚
多
か
ら
ん
に
、
常
に
念
じ
て
観
世
音
菩
薩
を
恭
敬
せ
ば
、
便
ち
瞋い

か
り
を
離
る
る
こ
と
を
得
ん
（
若
多
瞋
恚
、
常
念
恭
敬
観
世
音
菩

薩
、
便
得
離
瞋
）」（T

9-57a

、
岩
波
文
庫
本
㊦p.246

）
と
あ
る
。

（
28
）
阿
顛
迦
＝
『
正
脈
疏
』
は
、「
阿
顛
迦
は
、
こ
こ
〔
中
国
〕
で
は
『
無
善
心
』
と
言
う
。〔
善
い
心
が
無
い
う
え
に
〕
さ
ら
に
愚

迷
〔
の
度
合
い
〕
が
最
も
重
度
な
者
〔
の
こ
と
〕
で
あ
る
（
阿
顛
迦
、
此こ

こ

に
は
『
無
善
心
』
と
云
う
。
又
た
痴
の
最
も
重
き
者
な
り
／
阿
顛
迦
、

此
云
無
善
心
。
又
痴
之
最
重
者
也
）」（
巻
六
・Z18-326b

）
と
し
、『
通
議
』
は
、「
阿
顛
迦
は
、〔
救
わ
れ
る
見
込
み
の
な
い
〕
一
闡
提
〔
の

こ
と
〕
で
あ
る
。
こ
こ
〔
中
国
〕
で
は
『
無
信
根
』
と
言
う
。
実
に
愚
痴
の
闇
が
心
を
覆
う
か
ら
、
実
〔
際
に
教
え
を
〕
信
〔
じ

る
心
〕
を
生
じ
な
い
の
だ
（
阿
顛
迦
は
、
一
闡
提
な
り
。
此こ

こ

に
は
『
無
信
根
』
と
言
う
。
良ま

こ
と
に
痴
暗
、
心
を
覆
う
を
以
て
の
故
に
、
実
信
を
生
ぜ
ず

／
阿
顛
迦
、
一
闡
提
也
。
此
言
無
信
根
。
良
以
痴
暗
覆
心
故
、
不
生
実
信
）」（
巻
六
・Z19-106a

）
と
す
る
。『
正
脈
疏
』
は
、「
迷
い
が
最
も
重
い

者
」
と
指
摘
し
、『
通
議
』
は
、「
一
闡
提
」
す
な
わ
ち
「
善
根
を
断
じ
て
い
て
救
わ
れ
る
見
込
み
の
な
い
者
」（『
中
村
』p.64

）
と
指

摘
す
る
。『
中
村
』「
阿
顛
底
迦
」
条
に
は
「
と
う
て
い
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
に
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
」（p.6

）
と
あ
る
。

（
29
）
銷
塵
旋
明
…
永
離
癡
暗
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「〔
心
を
け
が
す
〕
塵ぼ

ん
の
う暗
を
消
し
去
り
、
真し

ん
り明
に
立
ち
か
え
れ
ば
、
世
界
と
身
心

は
〔
一
点
の
く
も
り

0

0

0

さ
え
な
く
〕
洞か

ら
り然
と
し
て
い
て
碍

さ
ま
た
げが
な
く
、
一
切
は
た
だ
覚さ

と

り
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
誰
が
愚
痴
の
闇
を
生
じ

よ
う
か
。
だ
か
ら
、〔
救
わ
れ
る
見
込
み
の
な
い
〕
一
闡
提
に
実
〔
際
に
教
え
を
〕
信
〔
じ
る
心
〕
を
生
じ
さ
せ
る
の
だ
（
塵
暗
を

消
除
し
、
真
明
に
旋
復
す
れ
ば
、
世
界
と
身
心
は
、
洞
然
と
し
て
碍
無
く
、
一
切
唯
覚
な
り
。
誰
か
痴
暗
を
為
さ
ん
。
故
に
闡
提
を
し
て
咸み

な
実
信
を
生

ぜ
し
む
／
消
除
塵
暗
、
旋
復
真
明
、
世
界
身
心
、
洞
然
無
碍
、
一
切
唯
覚
。
誰
為
痴
暗
。
故
令
闡
提
咸
生
実
信
）」（
巻
六
・T39-906a

）
と
す
る
。
ま
た
、

『
法
華
経
』「
普
門
品
」
に
は
「
若
し
愚
痴
多
か
ら
ん
に
、
常
に
念
じ
て
観
世
音
菩
薩
を
恭
敬
せ
ば
、
便
ち
痴
を
離
る
る
こ
と
を
得

ん
（
若
多
愚
痴
、
常
念
恭
敬
観
世
音
菩
薩
、
便
得
離
痴
）」（T

9-57a

、
岩
波
文
庫
本
㊦p.248

）
と
あ
る
。

（
30
）
不
動
道
場
＝
同
じ
表
現
を
用
い
な
が
ら
、
よ
り
有
名
な
個
所
と
し
て
、『
楞
厳
経
』
巻
四
の
「
道
場
を
動
か
ず
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

、
十
方
界
に

遍あ
ま
ねく
、
身
は
十
方
無
尽
の
虚
空
を
含
み
て
、
一
毛
の
端
に
於
い
て
宝
王
刹
を
現
じ
、
微
塵
裏
に
坐
し
て
大
法
輪
を
転
ず
（
不
動
道
場
、
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遍
十
方
界
、
身
含
十
方
無
尽
虚
空
、
於
一
毛
端
現
宝
王
刹
、
坐
微
塵
裏
転
大
法
輪
）」（T

19-121a

）
が
あ
り
、『
大
慧
語
録
』
巻
二
一
（T

47-901b

、

石
井
訳
・p.160

）
に
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
る
な
ど
、
禅
籍
に
も
散
見
さ
れ
る
表
現
で
あ
る
。「
不
動
道
場
」
の
四
字
に
限
っ
て
言
え
ば
、

『
六
祖
壇
経
』「
付
嘱
第
十
」
に
も
、「
若
し
一
切
処
に
於
い
て
、
行
住
坐
臥
、
純
一
直
心
な
ら
ば
、
道
場
を
動
か
ず
し
て
、
真
に
浄

土
を
成
ず
。
此
れ
を
『
一
行
三
昧
』
と
名
づ
く
（
若
於
一
切
処
、
行
住
坐
臥
、
純
一
直
心
、
不
動
道
場
、
真
成
浄
土
。
此
名
一
行
三
昧
）」（T

48-

361b

）
と
あ
る
。

（
31
）
法
王
子
＝
「
法
王
は
仏
を
さ
す
。
法
王
子
と
は
仏
の
い
と
し
子
の
意
で
、
菩
薩
を
さ
す
」（
荒
木
訳
・p.46

）。『
楞
厳
経
』
を
は
じ
め

大
乗
経
典
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
語
で
あ
り
、『
楞
厳
経
』
で
は
、
こ
こ
を
含
め
て
17
個
所
に
確
認
で
き
る
。

（
32
）
融
形
復
聞
…
誕
生
福
德
智
慧
之
男
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「〔
物
質
的
な
〕
形さ

ま

碍た
げ

を
融
合
〔
し
て
障さ

わ

り
の
な
い
状
態
に
〕
す
れ
ば
、

真
正
の
聞
に
立
ち
か
え
る
。
だ
か
ら
、
道
場
で
じ
っ
と
し
た
ま
ま
で
、
世
間
に
分
け
入
り
、
限
定
な
き
身
体
で
広
く
十

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
方
に
至

り
、
法ほ

と
け王
の
種
姓
（
系
譜
）
を
継
承
し
て
途
絶
え
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
。〔
心
を
静
か
に
統
一
さ
せ
て
安
定
さ
せ
る
〕
三
昧
力
で
も
っ

て
福
〔
徳
と
智
〕
慧
が
具そ

な

わ
っ
て
い
る
か
ら
、
必
ず
や
男
〔
子
の
誕
生
〕
を
求
め
る
者
は
、
皆
な
〔
そ
の
〕
願
い
を
実
現
す
る
は

ず
だ
（
形
碍
を
融
通
す
れ
ば
、
真
聞
に
旋
復
す
。
所ゆ

以え

に
道
場
を
動
か
ず
し
て
、
世
界
に
渉
入
し
、
身
に
限
量
無
く
、
遍
く
十
方
に
至
り
、
法
王
の
種
姓

を
紹
継
し
て
断
ぜ
ず
。
三
昧
力
も
て
福
慧
具そ

な

わ
る
に
由
る
が
故
に
、
応
に
男お

の
こ
を
求
む
る
者
に
は
、
皆
な
虚
願
無
か
る
べ
し
／
融
通
形
碍
、
旋
復
真
聞
。
所

以
不
動
道
場
、
渉
入
世
界
、
身
無
限
量
、
遍
至
十
方
、
紹
継
法
王
種
姓
不
断
。
由
三
昧
力
福
慧
具
故
、
応
求
男
者
、
皆
無
虚
願
）」（
巻
六
・T

39-906b

）
と

す
る
。
ま
た
、『
法
華
経
』「
普
門
品
」
に
は
「
若
し
女
人
有
り
て
、
設も

し
男お

の
こ
を
求
め
ん
と
欲
し
て
、
観
世
音
菩
薩
を
礼
拝
し
供
養

せ
ば
、
便
ち
福
徳
・
智
慧
の
男お

の
こ
を
生
ま
ん
（
若
有
女
人
、
設
欲
求
男
、
礼
拝
供
養
観
世
音
菩
薩
、
便
生
福
徳
智
慧
之
男
）」（T

9-57a

、
岩
波
文
庫
本

㊦p.248

）
と
あ
る
。

（
33
）
圓
通
＝
無
碍
の
は
た
ら
き
。『
岩
波
』
に
「
あ
ま
ね
く
通
じ
達
す
る
こ
と
。
全
て
に
わ
た
っ
て
滞
る
こ
と
な
く
融
通
無
碍
で
あ
る

こ
と
。
仏
・
菩
薩
の
悟
り
の
境
地
を
い
う
。『
円
通
無
碍
』『
円
通
自
在
』
な
ど
と
用
い
る
。『
首
楞
厳
経
』
巻
五
・
巻
六
で
は
、
二
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十
五
人
の
菩
薩
・
阿
羅
漢
が
諸
々
の
方
便
に
よ
っ
て
円
通
を
得
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
耳
根
を
通
じ
て
悟
り
を
得
た
観

世
音
菩
薩
が
最
上
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
観
世
音
菩
薩
の
こ
と
を
『
円
通
大
士
』
と
い
う
」（p.99

）
と
あ
る
。

（
34
）
大
圓
鏡
＝
大
円
鏡
智
の
こ
と
。「
仏
の
も
っ
て
い
る
四
智
（
大
円
鏡
智
・
平
等
性
智
・
妙
観
察
智
・
成
所
作
智
）
の
一
。
一
切
の
分
別
を

離
れ
、
そ
の
は
た
ら
き
は
微
細
で
あ
っ
て
、
し
か
も
全
て
の
対
境
を
照
ら
す
こ
と
大
円
鏡
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
か
く
名
づ
け
ら

れ
た
」（
荒
木
訳
・p.356

）。
例
え
ば
、『
楞
厳
経
』
巻
四
に
「
世
尊
よ
、
果
位
の
中
の
、
菩
提
・
涅
槃
・
真
如
仏
性
・
菴
摩
羅
識
・
空

如
来
蔵
・
大
円
鏡
智
の
如
き
は
、
是
れ
七
種
の
名
、
称し

ょ
う
謂い

別
な
り
と
雖
も
、
清
浄
円
満
に
し
て
、
体
性
堅
凝
な
る
こ
と
、
金
剛
王

の
如
く
に
し
て
、
常
住
不ふ

壊え

な
り
（
世
尊
、
如
果
位
中
、
菩
提
、
涅
槃
、
真
如
、
仏
性
、
菴
摩
羅
識
、
空
如
来
蔵
、
大
円
鏡
智
、
是
七
種
名
、
称
謂

雖
別
、
清
浄
円
満
、
体
性
堅
凝
、
如
金
剛
王
、
常
住
不
壊
）」（T

19-123c

、
荒
木
訳
・p.350

）
と
あ
る
。

（
35
）
空
如
來
蔵
＝
「
妄
念
と
合
致
せ
ず
、
無
量
の
功
徳
を
含
蔵
す
る
本
心
の
意
」（
荒
木
訳
・p.356

）。「
明
照
無
二
」
が
「
大
円
鏡
」
に

対
応
し
、「
含
十
方
界
」
が
「
空
如
来
蔵
」
に
対
応
す
る
。
注
（
34
）
も
併
せ
て
参
照
。

（
36
）
六
根
圓
通
…
衆
人
愛
敬
、
有
相
之
女
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「〔
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
〕
六
根
が
円
満
に
行
き
わ
た
り
、

〔
異
な
っ
た
別
々
の
も
の
が
融
け
あ
っ
て
障さ

わ

り
な
く
〕
融
通
し
て
明
ら
か
に
照う

つ

し
だ
し
、
十

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
方
を
包
み
込
ん
で
顕
現
し
、
二
つ
と

し
て
な
い
唯
一
の
宝尊

き
悟
り覚
た
る
こ
と
を
『
大
円
鏡
』（
大
円
鏡
智
）
と
名
づ
け
る
。
さ
ら
に
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
諸
々
の
仏
に
付
き

従
い
、
量
り
し
れ
な
い
ほ
ど
の
法教

え門
を
受
け
て
〔
自み

ず
か
ら
の
う
ち
に
〕
収
め
容
れ
、〔
法教

え門
を
〕
失
わ
ず
壊
さ
な
い
こ
と
を
『
空
蔵
』

（
空
如
来
蔵
）
と
名
づ
け
る
。
女
徳
（
女
性
が
身
に
つ
け
る
べ
き
道
徳
）
や
坤
儀
（
母
と
し
て
の
模
範
）
が
、
柔
順
さ
や
聡
明
さ
、
志
の
強
さ

と
い
っ
た
も
の
を
育
む
こ
と
で
、
相優

れ
た
特
徴好
が
円
満
に
備
わ
り
、
こ
の
〔
観
世
音
菩
薩
の
名
号
を
〕
念と

な

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
〔
女
子
の

誕
生
を
〕
求
め
る
か
ら
、〔
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
優
れ
た
女
子
を
〕
生
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（
六
根
円
遍
し
、
融
通
照
明
し
て
、

十
方
を
含
現
し
、
無
二
無
別
に
し
て
唯
一
の
宝
覚
た
る
を
、『
大
円
鏡
』
と
名
づ
く
。
復
た
能
く
微
塵
の
諸
仏
に
承
順
し
、
無
量
の
法
門
を
受
領
含
容
し
、

失
わ
ず
壊
さ
ざ
る
を
、
名
づ
け
て
『
空
蔵
』
と
為
す
。
女
徳
・
坤
儀
の
、
承
順
・
柔
明
・
貞
正
を
資
生
す
る
を
以
て
、
相
好
円ま

ど
か

に
備
わ
り
、
此
の
念
に
由
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り
て
求
む
る
が
故
に
、
能
く
生
ま
る
る
な
り
／
六
根
円
遍
、
融
通
照
明
、
含
現
十
方
、
無
二
無
別
唯
一
宝
覚
、
名
大
円
鏡
。
復
能
承
順
微
塵
諸
仏
、
受
領

含
容
無
量
法
門
、
不
失
不
壊
、
名
為
空
蔵
。
以
女
徳
坤
儀
、
資
生
承
順
柔
明
貞
正
、
相
好
円
備
、
由
此
念
求
故
、
能
生
也
）」（
巻
六
・T

39-906b

）
と
す

る
。
ま
た
、『
法
華
経
』「
普
門
品
」
に
は
「
設も

し
女め

の
こ
を
求
め
ん
と
欲
せ
ば
、
便
ち
端
正
有
相
の
女め

の
こ
の
、
宿む

か
し
、
徳
本
を
殖う

え
し
を
も

て
、
衆
人
に
愛あ

い
ぎ
ょ
う敬
せ
ら
る
る
を
生
ま
ん
（
設
欲
求
女
、
便
生
端
正
有
相
之
女
、
宿
殖
徳
本
、
衆
人
愛
敬
）」（T

9-57a

、
岩
波
文
庫
本
・p.248

）
と
あ

る
。

（
37
）
三
千
大
千
世
界
＝
『
中
村
』
に
「
略
し
て
三
千
世
界
と
も
い
う
。
古
代
イ
ン
ド
人
の
世
界
観
に
よ
る
全
宇
宙
。
須
弥
山
を
中
心

に
し
て
、
そ
の
周
囲
に
四
大
洲
が
あ
り
、
そ
の
ま
わ
り
に
九
山
八
海
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
我
々
の
住
む
世
界
で
一
つ
の
小
世
界
と

い
う
。
上
は
色
界
の
初
禅
天
か
ら
、
下
は
大
地
の
下
の
風
輪
に
ま
で
及
ぶ
範
囲
を
い
う
。
こ
の
世
界
の
う
ち
に
は
、
日
・
月
・
須

弥
山
・
四
天
下
・
四
天
王
・
三
十
三
天
・
夜
摩
天
・
兜
率
天
・
楽
変
化
天
・
他
化
自
在
天
・
梵
世
天
を
含
む
。
こ
の
一
つ
の
世
界

を
千
集
め
た
の
を
、
一
つ
の
小
千
世
界
と
よ
ぶ
。
こ
の
小
千
世
界
を
千
集
め
た
の
を
、
一
つ
の
中
千
世
界
、
中
千
世
界
を
さ
ら
に

千
合
わ
せ
た
も
の
を
、
一
つ
の
大
千
世
界
と
よ
ぶ
。
…
［
中
略
］
… 

こ
の
大
千
世
界
は
千
を
三
回
集
め
た
わ
け
で
あ
り
、
小
・
中
・

大
の
三
種
の
千
世
界
か
ら
成
る
の
で
、
三
千
世
界
ま
た
は
三
千
大
千
世
界
と
い
う
。
三
千
の
世
界
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
千
の

三
乗
の
数
の
世
界
と
い
う
意
味
で
あ
る
」（『
中
村
』p.480
）
と
あ
る
。

（
38
）
百
億
日
月
＝
例
え
ば
、『
大
智
度
論
』
巻
九
に
「
百
億
の
須
弥
山
、
百
億
の
日
月
を
、
名
づ
け
て
三
千
大
千
世
界
と
為
し
、
是
く

の
如
き
十
方
の
恒
河
沙
等
の
三
千
大
千
世
界
、
是
れ
を
名
づ
け
て
一
仏
世
界
と
為
し
、
是
の
中
に
更ま

っ
た
く
余
仏
無
し
（
百
億
須
弥
山
、

百
億
日
月
、
名
為
三
千
大
千
世
界
、
如
是
十
方
恒
河
沙
等
三
千
大
千
世
界
、
是
名
為
一
仏
世
界
、
是
中
更
無
余
仏
）」（「
大
智
度
初
品
中
十
方
諸
菩
薩
来
釈
論

第
十
五
」T

25-125b

）
と
あ
る
。
ま
た
、『
望
月
』「
三
千
大
千
世
界
」
条
に
「
千
の
中
千
世
界
を
大
千
世
界
と
名
づ
く
。
百
億
の
日
月
、

百
億
の
須
弥
山
、
百
億
の
四
天
下
、
百
億
の
六
欲
天
、
百
億
の
初
禅
天
、
百
億
の
二
禅
天
及
び
千
の
三
禅
天
あ
り
」（
第
二
冊
・p.1598

）

と
あ
る
。
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（
39
）
六
十
二
恒
河
沙
數
／
六
十
二
恒
河
沙
諸
法
王
子
＝
「
恒
河
沙
」
に
つ
い
て
は
、『
中
村
』
に
「
恒
河
は
ガ
ン
ジ
ス
河
の
こ
と
。
す

な
わ
ち
、
ガ
ン
ジ
ス
河
に
あ
る
砂
の
よ
う
に
多
い
、
の
意
。
無
数
な
る
こ
と
に
た
と
え
て
い
う
」（p.404

）
と
あ
る
。『
法
華
経
』「
普

門
品
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
六
十
二
億0

恒
河
沙
」（T

9-57a

、
岩
波
文
庫
本
㊦p.248

）
と
い
う
表
現
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

「
数
え
き
れ
な
い
程
の
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
法
王
子
」
に
つ
い
て
は
、
注
（
31
）
参
照
。『
中
村
』「
六
十
二
億
恒
河
沙
菩
薩
」

条
に
「
六
十
二
億
の
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
に
も
等
し
い
数
の
菩
薩
の
意
。
三
千
大
千
世
界
に
住
す
る
菩
薩
の
数
」（p.1454

）
と
あ

る
。

（
40
）
圓
通
本
根
＝
『
楞
厳
経
箋
』
巻
六
に
「『
円
通
の
本
根
』
と
は
、
耳
根
が
真
正
の
聞
性
を
起
こ
し
、
微

細
や
か
で
深
遠
妙
に
そ
の
耳
〔
と
い
う
〕

門入
口

の
中
に
お
い
て
〔
こ
の
法せ

か
い界
を
〕
包
み
込
む
〔
こ
と
で
あ
る
〕。
法せ

か
い界
は
依
報
（
身
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
国
土
世
界
）
で
あ
り
、
自

〔
ら
の
〕
身
は
正
報
（
過
去
の
業ご

う

の
報
い
と
し
て
得
た
有
情
の
身
）
で
あ
る
。
依
正
の
二
報
、〔
す
な
わ
ち
〕
身
と
〔
国
〕
土
が
〔
融
合
し

て
〕
互
い
に
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
、
法
身
（
真
理
そ
の
も
の
と
し
て
の
仏
の
身
体
）
で
あ
る
（『
円
通
の
本
根
』
と
は
、
則
ち
耳

根
、
真
聞
の
性
を
発
起
し
、
微
妙
に
其
の
耳
門
の
中
に
向お

い
て
、
含が

ん

裹か

し
包
容
す
。
法
界
は
是
れ
依
報
に
し
て
、
自
身
は
是
れ
正
報
な
り
。
依
正
の
二
報
、

身
土
交こ

も

ご
も
参ま

じ

わ
る
は
、
乃
ち
法
身
な
り
／
円
通
本
根
、
則
耳
根
発
起
真
聞
之
性
、
微
妙
向
其
耳
門
之
中
、
含
裹
包
容
。
法
界
是
依
報
、
自
身
是
正
報
。

依
正
二
報
、
身
土
交
参
、
乃
法
身
）」（Z89-79c~d

）
と
あ
り
、『
楞
厳
経
直
指
』
巻
六
に
「
本
根
と
は
、〔
観
世
音
〕
菩
薩
が
自み

ず
か
ら
『
修
め

得
た
』
と
言
う
円
〔
満
融
〕
通
の
本
根
で
あ
っ
て
、
耳
門
を
指
す
の
で
あ
る
（『
本
根
』
と
は
、
菩
薩
自み

ず
か

ら
『
修
む
る
所
』
と
謂
う
円
通
の

本
根
に
し
て
、
耳
門
を
指
す
な
り
／
本
根
、
菩
薩
自
謂
所
修
円
通
之
本
根
、
指
耳
門
也
）」（Z22-403b

）
と
あ
る
。

（
41
）
由
我
所
得
、
圓
通
本
根
…
周
徧
法
界
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「
観
音
〔
菩
薩
〕
が
修
め
た
〔
聞
・
思
・
修
の
〕
三
慧
を
手
が
か
り

に
悟
入
す
る
理
由
を
先
に
〔
取
り
あ
げ
て
〕
出
し
た
の
は
、〔
そ
れ
が
〕
諸
々
の
修
行
の
根
本
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
は

教
え
を
説
く
に
あ
た
っ
て
、
皆
な
音こ

声え

で
も
っ
て
説
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
（
教
え
ら
れ
る
相
手
）
は
〔
そ
の
教
え
を
〕
領り

か
い悟
す
る
に
あ

た
っ
て
、
悉
く
〔
教
え
を
〕
聞
〔
い
て
了
解
す
る
智
〕
慧
に
よ
〔
っ
て
領り

か
い悟
す
〕
る
。
…
［
中
略
］
… 

〔
耳
〕
根
の
束
縛
を
〔
本



117

来
の
あ
り
よ
う
に
〕
戻
し
て
真し

ん
り際
に
帰
れ
ば
、
澄
明
な
心
は
霊
妙
で
あ
っ
て
、
一
つ
の
境
（
事
物
）
と
多
く
の
境
（
事
物
）
は
〔
互

い
に
融
け
あ
っ
て
障さ

わ

り
な
く
〕
融
通
し
、
も
と
も
と
〔
静
ま
り
か
え
っ
て
〕
ゆ
っ
た
り
と
し
た
覚さ

と

り
は
円
満
に
成
就
し
、
彼あ

れ

・
此こ

れ

の
名
称
〔
や
概
念
〕
は
〔
固
定
的
・
実
体
的
な
区
別
の
な
い
〕
平
等
な
も
の
と
な
る
。〔
そ
う
な
る
と
〕
一
切
の
身
体
は
〔
こ
の
〕

一
身
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、『
微
妙
に
含
容
す
』
と
言
う
。
一
身
即
一
切
身
で
あ
る
か
ら
、
故
に
『
法
界
に
周
遍
す
』
と
言
う
。

こ
れ
こ
そ
〔
名
号
を
持た

も

と
う
と
す
る
者
た
ち
に
も
た
ら
さ
れ
る
〕
福
徳
が
等
し
い
理
由
な
の
で
あ
る
（
観
音
の
修
す
る
所
の
三
慧
に
従よ

り
て
入
る
所ゆ

え
ん以
を
先
出
す
る
は
、
是
れ
衆
行
の
根
本
な
れ
ば
な
り
。
仏
仏
教お

し
え
を
演の

ぶ
る
に
、
皆
な
音
声
を
以
て
し
、
機
機
領
悟
す
る
に
、
尽
く
聞
慧
に
由

る
。
…
［
中
略
］
… 
根
結
を
復か

え

し
て
真
際
に
帰
す
れ
ば
、
元
明
の
心
は
妙
に
し
て
、
一
多
の
境
は
融
通
し
、
本
湛
の
覚
は
円ま

ど
か

に
し
て
、
彼
此
の
名
は
平
等

な
り
。
一
切
の
身
は
即
ち
一
身
な
る
を
以
て
の
故
に
、『
微
妙
に
含
容
す
』
と
云
う
。
一
身
即
一
切
身
な
れ
ば
、
故
に
『
法
界
に
周
遍
す
』
と
云
う
。
此
れ

即
ち
福
等
し
き
の
所ゆ

え
ん以
な
り
／
先
出
所
以
観
音
所
修
従
三
慧
入
、
是
衆
行
之
根
本
也
。
仏
仏
演
教
、
皆
以
音
声
、
機
機
領
悟
、
尽
由
聞
慧
。
…
［
中
略
］

… 

復
根
結
而
帰
真
際
、
元
明
心
妙
、
一
多
之
境
融
通
、
本
湛
覚
円
、
彼
此
之
名
平
等
。
以
一
切
身
即
一
身
故
、
云
微
妙
含
容
。
一
身
即
一
切
身
、
故
云
周

遍
法
界
。
此
即
福
等
之
所
以
也
）」（
巻
六
・T

39-906b~c

）
と
す
る
。

（
42
）
能
令
衆
生
…
由
我
修
習
、
得
真
圓
通
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「〔
固
定
的
・
実
体
的
な
区
別
の
な
い
〕
平
等
と
い
う
真
理
を
自み

ず
か
ら

〔
の
心
で
〕
証さ

と

る
か
ら
、
か
く
て
他
者
に
平
等
の
福
徳
を
手
に
入
れ
さ
せ
る
の
で
あ
る
（
平
等
の
理
を
自
証
す
る
に
由
る
が
故
に
、
遂
に
他

を
し
て
平
等
の
福
を
得
さ
し
む
る
な
り
／
由
自
証
平
等
理
故
、
遂
令
他
得
平
等
福
也
）」（
巻
六
・T

39-906c

）
と
す
る
。
ま
た
、『
法
華
経
』「
普
門

品
」
に
は
「〔
仏
は
無
尽
意
菩
薩
に
告
げ
た
ま
う
〕『
…
無
尽
意
よ
、
若
し
人
有
り
て
、
六
十
二
億
恒
河
沙
の
菩
薩
の
名
字
を
受
持

し
、
復
た
形
を
尽
く
す
ま
で
飲
食
・
衣
服
・
臥
具
・
医
薬
を
供
養
せ
ば
、
汝
が
意
に
於
い
て
云い

何か

ん
。
是
の
善
男
子
・
善
女
人
の

功
徳
多
し
や
不
や
』
と
。
無
尽
意
の
言
わ
く
、『
甚
だ
多
し
、
世
尊
よ
』
と
。
仏
は
言の

た

も
う
、『
若
し
復
た
人
有
り
て
、
観
世
音
菩

薩
の
名
号
を
受
持
し
、
乃
至
、
一
時
も
礼
拝
し
供
養
せ
ば
、
是
の
二
人
の
福
は
、
正
に
等
し
く
し
て
異
な
る
こ
と
無
く
、
百
千
万

億
劫
に
於
い
て
も
、
窮
め
尽
く
す
可
か
ら
ざ
ら
ん
。
無
尽
意
よ
、
観
世
音
菩
薩
の
名
号
を
受
持
せ
ば
、
是
く
の
如
き
無
量
無
辺
の



119 118

福
徳
の
利
を
得
ん
』
と
。（『
…
無
尽
意
、
若
有
人
、
受
持
六
十
二
億
恒
河
沙
菩
薩
名
字
、
復
尽
形
供
養
飲
食
衣
服
臥
具
医
薬
、
於
汝
意
云
何
。
是
善

男
子
善
女
人
、
功
徳
多
不
』。
無
尽
意
言
、『
甚
多
、
世
尊
』。
仏
言
、『
若
復
有
人
、
受
持
観
世
音
菩
薩
名
号
、
乃
至
一
時
、
礼
拝
供
養
、
是
二
人
福
、
正

等
無
異
、
於
百
千
万
億
劫
、
不
可
窮
尽
。
無
尽
意
、
受
持
観
世
音
菩
薩
名
号
、
得
如
是
無
量
無
辺
福
徳
之
利
』）」（T

9-57a

、
岩
波
文
庫
本
㊦p.248

）
と
あ

る
。

（
43
）
施
無
畏
＝
『
中
村
』
に
「
何
も
の
を
も
お
そ
れ
な
い
力
を
与
え
る
こ
と
。
色
々
の
お
そ
れ
を
取
り
去
っ
て
救
う
こ
と
。
安
心
さ

せ
る
こ
と
。
三
施
の
一
つ
」（p.821

）
と
あ
る
。『
法
華
経
』「
普
門
品
」
に
「
無
尽
意
よ
、
是
の
観
世
音
菩
薩
は
、
是
く
の
如
き
功

徳
を
成
就
し
て
、
種
種
の
形
を
以
て
、
諸
も
ろ
の
国
土
に
遊
び
、
衆
生
を
度す

脱く

う
な
り
。
是
の
故
に
、
汝
等
よ
、
応ま

当さ

に
一
心
に

観
世
音
菩
薩
を
供
養
す
べ
し
。
是
の
観
世
音
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
怖お

そ
れ畏
の
急
難
の
中
に
於
い
て
、
能
く
無
畏
を
施
す
。
是
の
故
に
、

此
の
娑
婆
世
界
、
皆
な
之
を
号な

づ

け
て
『
施
無
畏
者
』
と
為
す
（
無
尽
意
、
是
観
世
音
菩
薩
、
成
就
如
是
功
徳
、
以
種
種
形
、
遊
諸
国
土
、
度
脱

衆
生
。
是
故
汝
等
、
応
当
一
心
供
養
観
世
音
菩
薩
。
是
観
世
音
菩
薩
摩
訶
薩
、
於
怖
畏
急
難
之
中
、
能
施
無
畏
。
是
故
此
娑
婆
世
界
、
皆
号
之
為
施
無
畏

者
）」（T

9-57b

、
岩
波
文
庫
本
㊦p.256

）
と
あ
る
よ
う
に
、「
施
無
畏
」
は
、
観
世
音
菩
薩
の
異
名
で
も
あ
る
。

《
補
注
》「
十
四
種
の
功
徳
」
対
照
表

『
楞
厳
経
』

『
法
華
経
』

《
１
》
令
彼
十
方
苦
悩
衆
生
、観
其
音
声
、即
得
解
脱
（
１
）
若
有
無
量
百
千
万
億
衆
生
、
受
諸
苦
悩
、
聞
是
観
世
音
菩
薩
、
一
心
称
名
、
観
世
音

菩
薩
、
即
時
観
其
音
声
、
皆
得
解
脱

《
２
》
令
諸
衆
生
、
設
入
大
火
、
火
不
能
焼

（
２
）
若
有
持
是
観
世
音
菩
薩
名
者
、
設
入
大
火
、
火
不
能
焼

《
３
》
令
諸
衆
生
、
大
水
所
漂
、
水
不
能
溺

（
３
）
若
為
大
水
所
漂
、
称
其
名
号
、
即
得
浅
処
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《
４
》
令
諸
衆
生
、
入
諸
鬼
国
、
鬼
不
能
害

（
４
）
若
有
百
千
万
億
衆
生
、
為
求
金
銀
琉
璃
車
璩
馬
瑙
珊
瑚
虎
珀
真
珠
等
宝
、
入
於
大
海
、

仮
使
黒
風
、
吹
其
船
舫
、
飄
堕
羅
刹
鬼
国
、
其
中
若
有
乃
至
一
人
、
称
観
世
音
菩
薩

名
者
、
是
諸
人
等
皆
得
解
脱
羅
刹
之
難

《
５
》
能
令
衆
生
、
臨
当
被
害
、
刀
段
段
壊
、
使
其

兵
戈
、
猶
如
割
水
、
亦
如
吹
光
、
性
無
揺
動
（
５
）
若
復
有
人
、
臨
当
被
害
、
称
観
世
音
菩
薩
名
者
、
彼
所
執
刀
杖
、
尋
段
段
壊
而
得
解
脱

《
６
》
能
令
衆
生
、
薬
叉
羅
刹
、
鳩
槃
茶
鬼
、
及
毘

舎
遮
、
富
単
那
等
、
雖
近
其
傍
、
目
不
能
視
（
６
）
若
三
千
大
千
国
土
、
満
中
夜
叉
羅
刹
、
欲
来
悩
人
、
聞
其
称
観
世
音
菩
薩
名
者
、
是

諸
悪
鬼
、
尚
不
能
以
悪
眼
視
之
、
況
復
加
害

《
７
》
能
令
衆
生
、
禁
繫
枷
鎖
、
所
不
能
著

（
７
）
設
復
有
人
、
若
有
罪
、
若
無
罪
、
杻
械
枷
鎖
、
検
繫
其
身
、
称
観
世
音
菩
薩
名
者
、

皆
悉
断
壊
、
即
得
解
脱

《
８
》
能
令
衆
生
、
経
過
險
路
、
賊
不
能
劫

（
８
）
若
三
千
大
千
国
土
、
満
中
怨
賊
、
有
一
商
主
、
将
諸
商
人
、
齎
持
重
宝
、
経
過
険
路
、

其
中
一
人
、
作
是
唱
言
、「
諸
善
男
子
、
勿
得
恐
怖
。
汝
等
、
応
当
一
心
称
観
世
音
菩

薩
名
号
。
是
菩
薩
、
能
以
無
畏
施
於
衆
生
。
汝
等
、
若
称
名
者
、
於
此
怨
賊
、
当
得

解
脱
」。
衆
商
人
聞
、
倶
発
声
言
、「
南
無
観
世
音
菩
薩
」。
称
其
名
故
、
即
得
解
脱

《
９
》
能
令
一
切
多
婬
衆
生
、
遠
離
貪
欲

（
９
）
若
有
衆
生
、
多
於
婬
欲
、
常
念
恭
敬
観
世
音
菩
薩
、
便
得
離
欲

《
10
》
能
令
一
切
忿
恨
衆
生
、
離
諸
嗔
恚

（
10
）
若
多
瞋
恚
、
常
念
恭
敬
観
世
音
菩
薩
、
便
得
離
瞋

《
11
》
能
令
一
切
昏
鈍
性
障
諸
阿
顛
迦
、
永
離
痴
暗
（
11
）
若
多
愚
痴
、
常
念
恭
敬
観
世
音
菩
薩
、
便
得
離
痴

《
12
》
能
令
法
界
無
子
衆
生
、
欲
求
男
者
、
誕
生
福

徳
智
慧
之
男

（
12
）
若
有
女
人
、
設
欲
求
男
、
礼
拝
供
養
観
世
音
菩
薩
、
便
生
福
徳
智
慧
之
男

《
13
》
能
令
法
界
無
子
衆
生
、
欲
求
女
者
、
誕
生
端

正
福
徳
柔
順
、
衆
人
愛
敬
、
有
相
之
女

（
13
）
設
欲
求
女
、
便
生
端
正
有
相
之
女
、
宿
殖
徳
本
、
衆
人
愛
敬

《
14
》
能
令
衆
生
、
持
我
名
号
、
与
彼
共
持
六
十
二

恒
河
沙
諸
法
王
子
、
二
人
福
徳
、
正
等
無
異
（
14
）
若
復
有
人
、
受
持
観
世
音
菩
薩
名
号
、
乃
至
一
時
、
礼
拝
供
養
、
是
二
人
福
、
正
等

無
異
、
於
百
千
万
億
劫
、
不
可
窮
尽

�

（
本
多
道
隆
）
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〔
四
〕

　

世
尊
、
我
又
獲
是
圓
通
、
修
證
無
上
道
故
、
又
能
善
獲
四
不
思
議
無
作
妙
德（

１
）。
一
者
、
由
我
初
獲
妙
妙
聞
心（

２
）、
心
精
遺
聞（

３
）、

見
聞
覺
知
、
不
能
分
隔
、
成
一
圓
融
清
浄
寶
覺（

４
）。
故
我
能
現
衆
多
妙
容
、
能
説
無
邊
祕
蜜（

一
）

神
呪（

５
）。
其
中
或
現
一
首
三
首
、
五
首

七
首
、
九
首
十
一
首
、
如
是
乃
至
一
百
八
首
、
千
首
萬
首
、
八
萬
四
千
爍
迦
羅（

二
）（
６
）首
、
二
臂
四
臂
、
六
臂
八
臂
、
十
臂
十
二
臂
、

十
四
十
六
、
十
八
二
十
、
至
二
十
四
、
如
是
乃
至
一
百
八
臂
、
千
臂
萬
臂
、
八
萬
四
千
母
陀（

７
）羅

臂
、
二
目
三
目
、
四
目
九
目
、

如
是
乃
至
一
百
八
目
、
千
目
萬
目
、
八
萬
四
千
清
浄
寶（

８
）目
、
或
慈
或
威
、
或
定
或
慧
、
救
護
衆
生
、
得
大
自
在（

９
）。
二
者
、
由
我

聞
思
、
脱
出
六
塵
、
如
聲
度
垣
、
不
能
爲
礙
。
故
我
妙
能
現
一
一
形
、
誦
一
一
呪
、
其
形
其
呪
、
能
以
無
畏
、
施
諸
衆
生
。
是

故
十
方
微
塵
國
土
、
皆
名
我
爲
施
無
畏
者

（
（1
（

。
三
者
、
由
我
修
習
本
妙
圓
通
清
浄
本
根
、
所
遊
世
界
、
皆
令
衆
生
、
捨
身
珍
寶
、

求
我
哀
愍

（
（1
（

。
四
者
、
我
得
佛
心
、
證
於
究

（
（1
（

竟
、
能
以
珍
寶
、
種
種
供
養
十
方
如
來
、
傍
及
法
界
六
道
衆
生
。
求
妻
得
妻
、
求
子

得
子
、
求
三
昧
得
三
昧
、
求
長
壽
得
長
壽
、
如
是
乃
至
求
大
涅
槃
、
得
大
涅
槃

（
（1
（

。
佛
問
圓
通
、
我
從
耳
門
圓
照
三

（
（1
（

昧
、
縁
心

自
（
（1
（

在
、
因
入
流
相
、
得
三
摩
提

（
（1
（

、
成
就
菩
提
、
斯
爲
第
一
。
世
尊
、
彼
佛
如

（
（1
（

來
、
歎
我
善
得
圓
通
法
門
、
於
大
會
中
、
授

（
（1
（

記
我

爲
觀
世
音
號
。
由
我
觀
聽
、
十
方
圓
明
、
故
觀
音
名
、
徧
十
方
界

（
（1
（

。

【
校
記
】（
一
）
蜜
＝
大
正
蔵
は
「
密
」
に
作
る
。　
（
二
）
羅
＝
大
正
蔵
は
「
囉
」
に
作
る
。

＊

世
尊
よ
、
我
れ
又
た
是
の
圓
通
を
獲
て
、
無
上
道
を
修
證
す
る
が
故
に
、
又
た
能
く
善
く
四
不
思
議
無
作
の
妙
德
を
獲
た

り
。一

に
は
、
我
れ
初
め
妙
妙
の
聞
心
を
獲
て
、
心
精
に
し
て
聞
を
遺わ

す

る
る
に
由
り
、
見
聞
覺
知
、
分
隔
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
一

の
圓
融
清
浄
の
寶
覺
を
成
ず
。
故
に
我
れ
能
く
衆
多
の
妙
容
を
現
じ
、
能
く
無
邊
の
祕
蜜
の
神
呪
を
説
く
。
其
の
中
に
、
或
い
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は
一
首
・
三
首
、
五
首
・
七
首
、
九
首
・
十
一
首
、
是か

く

の
如
く
乃な

い

至し

一
百
八
首
、
千
首
・
萬
首
、
八
萬
四
千
の
爍し

ゃ

迦か

羅ら

の
首
、

二
臂
・
四
臂
、
六
臂
・
八
臂
、
十
臂
・
十
二
臂
、
十
四
・
十
六
、
十
八
・
二
十
よ
り
二
十
四
に
至
り
、
是か

く

の
如
く
乃な

い

至し

一
百
八

臂
、
千
臂
・
萬
臂
、
八
萬
四
千
の
母
陀
羅
の
臂
、
二
目
・
三
目
、
四
目
・
九
目
、
是か

く

の
如
く
乃な

い

至し

一
百
八
目
、
千
目
・
萬
目
、

八
萬
四
千
の
清
浄
の
寶
目
を
現
じ
、
或
い
は
慈
、
或
い
は
威
、
或
い
は
定
、
或
い
は
慧
も
て
、
衆
生
を
救
護
し
、
大
自
在
を
得

さ
し
む
。

二
に
は
、
我
れ
聞
思
す
る
に
由
り
て
、
六
塵
を
脱
出
す
る
こ
と
、
聲
の
垣か

き

を
度わ

た

る
に
、
礙
を
爲
す
こ
と
能
わ
ざ
る
が
如
し
。

故
に
我
れ
妙
に
能
く
一
一
の
形
を
現
じ
、
一
一
の
呪
を
誦
し
、
其
の
形
と
其
の
呪
、
能
く
無
畏
を
以
て
、
諸
も
ろ
の
衆
生
に
施

す
。
是
の
故
に
十
方
微
塵
の
國
土
、
皆
な
我
れ
を
名
づ
け
て
『
施
無
畏
者
』
と
爲
す
。

三
に
は
、
我
れ
本
妙
圓
通
の
清
浄
の
本
根
を
修
習
す
る
に
由
り
て
、
遊
ぶ
所
の
世
界
、
皆
な
衆
生
を
し
て
、
身
と
珍
寶
を
捨

て
、
我
れ
に
哀
愍
を
求
め
し
む
。

四
に
は
、
我
れ
佛
心
を
得
て
、
究
竟
を
證
す
れ
ば
、
能
く
珍
寶
を
以
て
、
種
種
に
十
方
の
如
來
を
供
養
し
、
傍
ら
法
界
の
六

道
の
衆
生
に
及
ぶ
。
妻
を
求
む
れ
ば
妻
を
得
さ
し
め
、
子
を
求
む
れ
ば
子
を
得
さ
し
め
、
三
昧
を
求
む
れ
ば
三
昧
を
得
さ
し

め
、
長
壽
を
求
む
れ
ば
長
壽
を
得
さ
し
め
、
是か

く

の
如
く
乃な

い

至し

大
涅
槃
を
求
む
れ
ば
、
大
涅
槃
を
得
さ
し
む
。

佛
、
圓
通
を
問
え
ば
、『
我
れ
、
耳
門
圓
照
三
昧
に
從よ

り
て
、
縁
心
自
在
に
し
、
入
流
の
相
に
因
り
て
、
三
摩
提
を
得
、
菩

提
を
成
就
す
、
斯こ

れ

を
第
一
と
爲
す
』
と
す
。
世
尊
よ
、
彼
の
佛
如
來
は
、
我
れ
善
く
圓
通
の
法
門
を
得
る
こ
と
を
歎
じ
、
大
會

中
に
於
い
て
、
我
れ
に
授
記
し
て
『
觀
世
音
』
の
號
を
爲
す
。
我
れ
聽
を
觀
じ
、
十
方
に
圓
明
な
る
に
由
り
、
故
に
『
觀
音
』

の
名
、
十
方
界
に
徧あ

ま
ね

し
」
と
。

＊

世
に
尊
き
お
方
よ
、
私
は
、
さ
ら
に
、
こ
の
円
〔
満
に
し
て
融
〕
通
〔
な
る
無
碍
の
は
た
ら
き
〕
を
得
て
、
無こ

の
上
な
い上
道
を
修
行
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に
よ
っ
て
悟
り
ま
し
た
の
で
、『
四
不
思
議
無
作
の
妙
徳
（
思
慮
を
超
え
た
無あ

る
が
ま
ま作

の
妙た

え

な
る
四
つ
の
徳
）』
を
も
手
に
入
れ
て
お
り
ま

す
。一

つ
に
は
、
私
は
初
め
に
『
妙た

妙え

な
る
聞
心
（
声
境
の
粘
着
か
ら
脱
し
て
円
満
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
心
）』
を
手
に
入
れ
て
お
り
、

〔
ま
た
、
そ
の
〕
心
は
精
緻
で
聞
〔
く
主
体
と
聞
か
れ
る
客
体
と
〕
を
忘
じ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
見
聞
覚
知
は
〔
別
個
に
〕
分

離
し
得
ず
、〔
耳
根
を
浄
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
五
根
も
浄
化
さ
れ
て
見
聞
覚
知
が
〕
円完

全
に
一
体
化融

し
た
清き

よ
ら
か浄

な
宝尊

き
悟
り覚

を
成
就

し
て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
は
多
く
の
妙た

え

な
る
容す

が
た

を
現
出
し
、
限
り
な
〔
く
奥
深
〕
い
秘
密
の
神じ

ゅ
も
ん呪
を
説
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
あ
る
場
合
に
は
、
一
首
・
三
首
・
五
首
・
七
首
・
九
首
・
十
一
首
か
ら
、
同
様
に
百
八
首
・
千

首
・
万
首
・
八
万
四
千
首
に
至
る
ま
で
の
爍堅

固
で
不
壊

迦
羅
の
首
を
、〔
そ
し
て
〕
二
臂
・
四
臂
・
六
臂
・
八
臂
・
十
臂
・
十
二
臂
・
十

四
臂
・
十
六
臂
・
十
八
臂
・
二
十
臂
か
ら
二
十
四
臂
と
、
同
様
に
百
八
臂
・
千
臂
・
万
臂
・
八
万
四
千
臂
に
至
る
ま
で
の

母印

相
陀
羅
〔
を
結
ん
だ
〕
臂う

で

を
、〔
さ
ら
に
は
〕
二
目
・
三
目
・
四
目
・
九
目
か
ら
、
同
様
に
百
八
目
・
千
目
・
万
目
・
八
万
四

千
目
に
至
る
ま
で
の
清き

よ
ら
か浄
な
宝
目
（
真
理
を
見
る
眼
）
を
現
出
し
、
あ
る
場
合
に
は
慈
悲
で
も
っ
て
、
あ
る
場
合
に
は
威
徳
で

も
っ
て
、
あ
る
場
合
に
は
禅
定
で
も
っ
て
、
あ
る
場
合
に
は
智
慧
で
も
っ
て
、
衆
生
を
救
〔
済
し
て
加
〕
護
し
、〔
何
も
の
に

も
執と

ら

わ
れ
ず
障さ

ま
た

げ
ら
れ
な
い
〕
大
〔
い
な
る
〕
自
在
さ
を
〔
衆
生
に
〕
手
に
入
れ
さ
せ
る
の
で
す
。

二
つ
に
は
、
私
は
、
聞
と
思
〔
の
実
践
〕
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、〔
あ
た
か
も
〕
音
声
が
垣
根
を
難
な
く
越
え
出
る

か
の
よ
う
に
、〔
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
の
〕
六
塵
〔
へ
の
執
着
〕
か
ら
脱
け
出
て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
は
、
霊
妙

に
一
つ
一
つ
の
形す

が
た

を
現
出
し
て
、
一
つ
一
つ
の
呪

じ
ゅ
も
んを
誦
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
形す

が
た

と
呪

じ
ゅ
も
んと
は
、
無
畏
（
畏
れ
無
き
状
態
）
を

諸
々
の
衆
生
に
施
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
わ
け
で
、
十

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
方
〔
に
存
在
す
る
〕
微

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
塵
の
国世

界土
〔
に
い
る
者
た
ち
〕

は
、
皆
な
私
の
こ
と
を
『
施
無
畏
者
（
衆
生
を
慰
め
て
畏
れ
を
無
か
ら
し
め
る
者
）』
と
名
づ
け
て
い
る
の
で
す
。

三
つ
に
は
、
私
は
、
本
来
霊
妙
に
し
て
円
〔
満
に
し
て
融
〕
通
な
る
清き

よ
ら
か浄
な
本根

本
の
と
こ
ろ根
を
修
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
遊
行
し
た
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〔
先
の
〕
世
界
で
、
悉
く
衆
生
に
〔
そ
の
〕
身
と
珍
し
い
宝
石
を
〔
惜
し
ま
ず
喜
〕
捨
さ
せ
、
私
に
〔
す
が
っ
て
〕
哀あ

わ
れ
み愍

を
求

め
る
よ
う
に
す
る
〔
こ
と
が
で
き
る
〕
の
で
す
。

四
つ
に
は
、
私
は
仏
心
を
得
て
、
究究

極
の
境
地竟
を
証さ

と

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
珍
し
い
宝
石
で
も
っ
て
十

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
方
〔
に
お
わ
す
〕
如ほ

と
け来
を

様
々
な
か
た
ち
で
供
養
し
、
広
く
〔
そ
の
功
徳
を
〕
法せ

か
い界
の
う
ち
の
六
道
で
苦
し
む
衆
生
に
ま
で
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
妻
を
求
め
れ
ば
妻
を
手
に
入
れ
さ
せ
、
子
を
求
め
れ
ば
子
を
手
に
入
れ
さ
せ
、
三
昧
を
求
め
れ
ば
三
昧
を
手
に
入
れ
さ

せ
、
長
寿
を
求
め
れ
ば
長
寿
を
手
に
入
れ
さ
せ
、
同
様
に
、
大
い
な
る
涅
槃
（
煩
悩
を
滅
し
た
安
楽
な
状
態
）
を
求
め
れ
ば
、
大

い
な
る
涅
槃
を
手
に
入
れ
さ
せ
る
の
で
す
。

仏
が
〔
私
の
〕
円
〔
満
に
し
て
融
〕
通
〔
な
る
無
碍
の
は
た
ら
き
〕
に
つ
い
て
問
わ
れ
る
な
ら
、〔
こ
う
お
答
え
致
し
ま

し
ょ
う
、〕『
私
は
、
耳
〔
と
い
う
〕
門入

口

〔
か
ら
深
入
し
て
得
ら
れ
る
、
一
切
を
差
別
な
く
〕
円
〔
満
に
〕
照う

つ

〔
し
出
す
〕
三
昧

を
手
が
か
り
と
し
て
、〔
音
を
〕
縁
〔
と
し
て
悟
入
す
る
〕
心
を
〔
執と

ら

わ
れ
の
な
い
〕
自
在
〔
な
状
態
〕
に
し
、〔
外
の
対
象
に

向
か
っ
て
〕
流
〔
れ
出
し
た
聞
く
と
い
う
は
た
ら
き
〕
を
〔
本
性
へ
と
〕
戻
す
と
い
う
相事

象

に
よ
っ
て
、
三さ

ん
ま
い

摩
提
を
得
て
菩悟

り提
を

成
就
す
る
こ
と
、
こ
れ
を
第
一
義
と
致
し
ま
す
』〔
と
〕。
世
に
尊
き
お
方
よ
、
か
の
〔
観
世
音
〕
仏
如
来
は
、
私
が
十
分
に
円

〔
満
に
し
て
融
〕
通
〔
な
る
無
碍
の
は
た
ら
き
〕
の
法教

え門
を
得
て
い
る
こ
と
を
感
嘆
さ
れ
、
法
会
の
会
座
で
、
私
に
〔
対
し
〕、

授
記
〔
す
な
わ
ち
、
将
来
に
必
ず
や
成
仏
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
保
証
を
〕
さ
れ
て
『
観
世
音
』
の
号
を
お
与
え
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
私
〔
こ
と
観
世
音
菩
薩
〕
は
、
聴
く
と
い
う
こ
と
を
観
じ
、
十

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
方
で
円
〔
満
に
し
て
霊
〕
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、〔
私

の
〕『
観
音
』
と
い
う
名
前
が
、
十あ

ら
ゆ
る
世
界

方
界
に
〔
浸
透
し
〕
行
き
わ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
」
と
。

＊

（
１
）
世
尊
…
四
不
思
議
無
作
妙
德
＝
観
世
音
菩
薩
は
、
十
四
種
の
無
畏
功
徳
に
続
き
、
以
下
で
、
自み

ず
か
ら
の
「
四
不
思
議
無
作
の
妙
徳

（
思
慮
を
超
え
た
無あ

る
が
ま
ま作
の
妙た

え

な
る
四
つ
の
徳
）」
に
つ
い
て
語
る
。『
義
疏
注
経
』
は
、「
内
な
る
徳
が
充
実
し
な
け
れ
ば
、
外
に
向
か
っ
て
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現
れ
る
作は

た
ら
き用
は
起
こ
ら
な
い
。
金
剛
三
昧
（
堅
固
な
禅
定
）
で
も
っ
て
、
本
根
に
四
無
量
心
（
慈
無
量
・
悲
無
量
・
喜
無
量
・
捨
無
量
）
を

熏
じ
つ
け
、〔
そ
の
結
果
と
し
て
の
〕
果さ

と
り証
に
よ
っ
て
、
真
実
の
徳
が
現
前
す
る
か
ら
、〔
慈

い
つ
く
し
み・
悲

あ
わ
れ
み・
喜

よ
ろ
こ
び・
捨無

執
着
の
〕
四
事
が
成
就

す
る
。〔
そ
れ
は
〕
全
て
不
可
思
議
で
、
作
為
す
る
こ
と
な
く
立
ち
現
れ
る
の
だ
（
内
徳
充
た
ざ
れ
ば
、
外
用
起
こ
ら
ず
。
金
剛
三
昧
も
て

本
に
四
無
量
心
を
熏
じ
、
斯
の
果
証
に
由
り
て
、
実
徳
現
前
す
る
を
以
て
の
故
に
、
四
事
を
成
す
。
倶
に
不
思
議
に
し
て
、
無
作
に
し
て
現
ず
／
内
徳
不

充
、
外
用
不
起
。
以
金
剛
三
昧
熏
本
四
無
量
心
、
由
斯
果
証
、
実
徳
現
前
故
、
成
四
事
。
倶
不
思
議
、
無
作
而
現
）」（
巻
六
・T

39-906c

）
と
す
る
。『
義

疏
注
経
』
に
見
え
る
「
熏
本
」
と
は
、「
熏
本
修
習
（
本根

本
の
と
こ
ろ根

を
熏
習
す
る
修
行
）」（『
金
剛
経
会
解
』
巻
上
・Z38-389c

）
と
い
う
意
味
で
、
こ

こ
で
は
、「
本
」
の
下
に
名
詞
を
伴
う
こ
と
か
ら
、「
本
性
」
や
「
本
識
」
や
「
本
根
」
と
い
っ
た
根
本
の
と
こ
ろ
に
何
ら
か
の
も

の
を
熏
じ
つ
け
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、『
成
唯
識
論
』
巻
二
に
「
其
の
聞
熏
習
は
、
唯
だ
に
有
漏
の
み
に
非
ず
、
正

法
を
聞
く
時
も
亦
た
本
有
の
無
漏
種
子
を
熏
じ
て
、
漸
く
増
盛
し
、
展
転
し
て
乃
ち
出
世
の
心
を
生
ず
る
に
至
ら
し
む
（
其
聞
熏
習
、

非
唯
有
漏
、
聞
正
法
時
亦
熏
本
有
無
漏
種
子
、
令
漸
増
盛
、
展
転
乃
至
生
出
世
心
）」（T

31-9a

）
と
あ
り
、
ま
た
、
浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
～
五
九

二
）
の
『
大
乗
義
章
』
巻
三
は
、
人
空
・
我
空
の
二
空
を
観
ず
る
修
行
に
つ
い
て
述
べ
た
な
か
で
、「
熏
本
」
と
い
う
語
を
用
い
な

が
ら
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

修
に
も
亦
た
二
有
り
。
一
に
人
空
を
観
じ
、
二
に
法
空
を
観
ず
。
此
の
二
の
中
に
於
い
て
、
先
ず
聞
慧
を
起
こ
し
、
二
無
我

（
人
無
我
・
法
無
我
）
を
聞
し
て
、
本
識
に
熏
ず
。
本
識
、
熏
ぜ
ら
れ
て
、
聞
熏
習
を
成
ず
。
本
識
の
中
に
於
い
て
、
真
有
り
妄

有
り
。
真
は
浄
熏
を
受
け
、
妄
は
染
熏
を
受
く
。
真
、
熏
を
受
け
已お

わ
れ
ば
、
転
じ
て
無
明
を
熏
じ
、
無
明
を
し
て
薄
か
ら

し
む
。
無
明
薄
き
が
故
に
、
無
明
の
中
に
於
い
て
、
無
始
の
積
習
、
我
見
の
種
子
、
随
し
て
漸
く
薄
し
。
此
の
種
薄
く
な
り

已お

わ
り
て
、
阿
陀
那
（
第
八
識
で
あ
る
執
持
識
）
の
我
執
を
起
こ
す
こ
と
漸
く
軽
し
。
此
の
執
軽
く
な
り
已お

わ
り
て
、
六
識
の
我

見
を
起
こ
す
こ
と
も
亦
た
軽
し
。
此
の
見
軽
く
な
り
已お

わ
り
て
、
聞
を
起
こ
す
こ
と
転う

た

た
勝
る
。
此
れ
を
以
て
聞
を
転
じ
て
、

還
っ
て
本
識
を
熏
ず
。
是
く
の
如
く
展
転
し
て
、
末
を
以
て
本
を
熏
ず
れ
ば
、
本
還
っ
て
末
を
熏
ず
。
思
修
も
亦
た
然
り
。
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（
修
亦
有
二
。
一
観
人
空
、
二
観
法
空
。
於
此
二
中
、
先
起
聞
慧
、
聞
二
無
我
、
熏
於
本
識
。
本
識
被
熏
、
成
聞
熏
習
。
於
本
識
中
、
有
真
有
妄
。

真
受
浄
熏
、
妄
受
染
熏
。
真
受
熏
已
、
転
熏
無
明
、
令
無
明
薄
。
無
明
薄
故
、
於
無
明
中
、
無
始
積
習
、
我
見
種
子
、
随
而
漸
薄
。
此
種
薄
已
、
起

阿
陀
那
我
執
漸
軽
。
此
執
軽
已
、
起
於
六
識
我
見
亦
軽
。
此
見
軽
已
、
起
聞
転
勝
。
以
此
転
聞
、
還
熏
本
識
。
如
是
展
転
、
以
末
熏
本
、
本
還
熏

末
。
思
修
亦
然
。）（T

44-529a

）

（
２
）
妙
妙
聞
心
＝
『
解
蒙
鈔
』
は
、『
惟
慤
疏
』
の
「『
妙
妙
聞
心
』
と
は
、
初
め
の
『
妙
』〔
の
字
〕
は
〔
耳
で
聞
か
れ
る
対
象
で
あ

る
〕
声
境
の
粘
着
か
ら
脱
〔
す
る
さ
ま
を
表
現
〕
し
、
後
の
『
妙
』〔
の
字
〕
は
円
満
に
聴
い
て
、
聴
き
逃
す
こ
と
が
な
い
〔
さ
ま

を
表
現
し
て
い
る
〕（『
妙
妙
聞
心
』
と
は
、
初
め
の
『
妙
』
は
則
ち
声
境
を
脱
粘
し
、
後
の
『
妙
』
は
則
ち
円
聴
し
て
遺の

こ

す
こ
と
無
き
な
り
／
妙
妙
聞

心
者
、
初
妙
則
脱
粘
声
境
。
後
妙
則
円
聴
無
遺
）」（
巻
六
・Z21-222d

）
と
い
う
解
釈
を
引
用
し
て
い
る
。

（
３
）
心
精
遺
聞
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「
粗
雑
で
な
い
こ
と
を
『
精
』
と
言
い
、〔
あ
ら
ゆ
る
差
別
的
な
〕
相す

が
た
を
超
え
離
れ
て
い
る
こ

と
を
『
遺
』
と
言
う
（
麤
に
非
ざ
る
を
『
精
』
と
曰
い
、
相
を
離
る
る
を
『
遺
』
と
曰
う
／
非
麤
曰
精
、
離
相
曰
遺
）」（
巻
六
・T

39-906c

）
と
す
る
。

「
離
相
」
と
は
「
全
て
の
差
別
的
な
す
が
た
（
有
為
の
相
）
を
超
え
離
れ
て
い
る
こ
と
」（『
中
村
』p.1417

）。『
解
蒙
鈔
』
所
引
の
『
惟
慤

疏
』
の
割
注
に
は
「『
遺
聞
』
と
は
、
聞
（
聞
く
主
体
）
と
所
聞
（
聞
か
れ
る
客
体
）〔
と
い
う
関
係
性
〕
が
尽
き
〔
果
て
て
な
く
な
っ
〕

て
い
る
（『
遺
聞
』
と
は
、
即
ち
聞
と
所
聞
の
尽
く
る
な
り
／
遺
聞
、
即
聞
所
聞
尽
）」（
巻
六
・Z21-222d

）
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
解
釈
を
参
考
に
、

「
遺
」
を
「
遺わ

す

る
」
と
訓よ

み
、「
心
は
精
緻
で
聞
〔
く
主
体
と
聞
か
れ
る
客
体
と
〕
を
忘
ず
」
と
訳
し
た
。

（
４
）
一
者
…
成
一
圓
融
清
浄
寶
覺
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「
こ
れ
は
〔
以
下
の
霊
妙
な
四
つ
の
〕
徳
の
根
本
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の

で
あ
る
。
聞
性
（
耳
聞
と
い
う
根
性
）
の
真
実
の
す
が
た
が
、
粗
雑
で
も
な
け
れ
ば
霊
妙
で
も
な
い
の
は
、〔
対
立
を
超
え
て
そ
れ
自

体
が
存
在
の
全
て
で
あ
る
〕
絶
待
に
依
拠
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、『
妙
妙
』
と
言
う
の
で
あ
る
。
粗
雑
で
な
い
こ
と
を

『
精
』
と
言
い
、〔
あ
ら
ゆ
る
差
別
的
な
〕
相す

が
た
を
超
え
離
れ
て
い
る
こ
と
を
『
遺
』
と
言
う
。〔
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
六
根

の
う
ち
の
、
い
ず
れ
か
〕
一
根
が
既
に
〔
そ
の
本
源
に
〕
立
ち
返
れ
ば
、
六
根
は
〔
全
て
執
着
の
対
象
か
ら
〕
悉
く
脱ま

ぬ
が
れ
る
。
だ
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か
ら
、〔
見
聞
覚
知
は
、
別
個
に
〕
分
離
せ
ず
、
唯
一
〔
無
二
〕
の
宝尊

き
悟
り覚
を
成
就
す
る
の
だ
。
以
下
、〔
観
世
音
菩
薩
が
〕
現
出
さ

せ
る
も
の
を
列
挙
し
て
言
う
（
此
れ
徳
本
を
叙
ぶ
る
な
り
。
聞
性
の
本
真
、
麤
に
非
ず
妙
に
非
ざ
る
は
、
絶
待
に
由
る
が
故
に
。
故
に
『
妙
妙
』
と

云
う
。
麤
に
非
ざ
る
を
『
精
』
と
曰
い
、
相
を
離
る
る
を
『
遺
』
と
曰
う
。
一
根
既
に
返
れ
ば
、
六
根
咸

こ
と
ご
とく

脱
す
。
故
に
分
隔
せ
ず
、
一
宝
覚
を
成
ず
。

下
に
現
ず
る
所
を
列つ

ら

ね
て
云
う
／
此
叙
徳
本
也
。
聞
性
本
真
、
非
麤
非
妙
、
由
絶
待
故
。
故
云
妙
妙
。
非
麤
曰
精
、
離
相
曰
遺
。
一
根
既
返
、
六
根
咸
脱
。

故
不
分
隔
、
成
一
宝
覚
。
下
列
所
現
云
）」（
巻
六
・T

39-906c

）
と
す
る
。『
楞
厳
経
』
巻
四
で
、
耳
門
に
よ
る
「
一
門
深
入
」（T

19-123a

）
を

説
い
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

（
５
）
故
我
能
現
衆
多
妙
容
、
能
説
無
邊
祕
蜜
神
呪
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「〔
観
世
音
菩
薩
が
現
出
さ
せ
る
妙た

え

な
る
容す

が
た
に
つ
い
て
の
〕

総
括
的
な
記
述
で
あ
る
。〔
観
世
音
菩
薩
の
〕
妙た

え

な
る
容す

が
た
は
〔
状
況
に
応
じ
て
〕
多
種
多
様
に
現
れ
る
か
ら
、
形
や
量
で
も
っ
て
把

握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
秘
密
の
神じ

ゅ
も
ん呪
は
、
限
り
な
〔
く
奥
深
〕
い
か
ら
、
言
葉
で
も
っ
て
説
き
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
は
、
つ
ま
り
〔
心
を
静
か
に
統
一
さ
せ
て
安
定
さ
せ
る
〕
三
昧
力
で
も
っ
て
、
本
根
に
慈
無
量
（
慈

い
つ
く
し
みに
よ
る
利
他
行
）
を
熏
じ

つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
種
々
の
形す

が
た
を
現
出
し
、
種
々
の
呪

じ
ゅ
も
んを
説
き
、
諸
々
の
〔
衆
生
の
〕
見
聞
〔
覚
知
〕
に
妙た

え

〔
な
る
歓
〕
楽

を
獲
得
さ
せ
る
の
だ
（
標
な
り
。
妙
容
多
く
現
ず
れ
ば
、
形
量
を
以
て
拘と

ら

う
可
か
ら
ず
。
秘
呪
無
辺
な
れ
ば
、
言
を
以
て
説
取
す
可
か
ら
ず
。
此
れ
則

ち
三
昧
力
も
て
本
に
慈
無
量
心
を
熏
ず
る
に
由
り
、
種
種
の
形
を
現
じ
、
種
種
の
呪
を
説
き
、
諸
も
ろ
の
見
聞
を
し
て
其
の
妙
楽
を
獲
し
む
／
標
也
。
妙

容
多
現
、
不
可
以
形
量
拘
。
秘
呪
無
辺
、
不
可
以
言
説
取
。
此
則
由
三
昧
力
熏
本
慈
無
量
心
、
現
種
種
形
、
説
種
種
呪
、
令
諸
見
聞
獲
其
妙
楽
）」（
巻
六
・

T
39-906c

）
と
す
る
。「
標
」
と
は
、
最
初
に
掲
げ
ら
れ
た
総
括
的
な
記
述
の
こ
と
。『
唯
識
仏
教
』
に
「
あ
る
経
論
の
文
句
を
検
討

す
る
際
に
、
先
ず
初
め
に
記
述
す
る
こ
と
」（p.828

）
と
あ
る
。

（
６
）
爍
迦
羅
＝
「
梵
語
チ
ャ
ク
ラ
の
音
写
。
堅
固
ま
た
は
不
壊
の
義
。
ま
た
輪
と
も
訳
す
が
、
そ
れ
は
輪
に
煩
悩
を
破
摧
す
る
意
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
」（
荒
木
訳
・p.266

）。『
楞
厳
経
』
巻
三
に
も
「
爍
迦
囉
心
無
動
転
」（T

19-119b

、
荒
木
訳
・p.262

）
と
い
う
用
例
が
見

え
、
荒
木
氏
は
、「
が
っ
し
り
と
壊
れ
な
い
」
と
訳
す
。
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（
７
）
母
陀
羅
＝
「
梵
語
ム
ド
ラ
ー
の
音
写
。
印
相
」
の
こ
と
（
荒
木
訳
・p.102

）。「
仏
や
菩
薩
の
内
面
的
な
悟
り
を
示
す
形
。
こ
れ
に
は

有
相
と
無
相
の
区
別
が
あ
り
、
無
相
は
手
に
結
ば
な
く
と
も
結
ん
だ
の
と
等
し
い
と
さ
れ
、
有
相
の
印
は
、
手
の
形
と
組
み
合
わ

せ
の
ほ
か
、
杖
・
刀
・
蓮
な
ど
の
持
物
で
も
表
現
す
る
」（『
中
村
』「
印
相
」
条
・p.68

）。
密
教
以
前
の
主
な
印
相
に
は
、
施
無
畏
印
（
右

手
を
開
い
て
掌
を
外
に
向
け
て
肩
の
辺
に
上
げ
る
）・
転
法
輪
印
（
両
手
を
胸
の
辺
に
上
げ
て
右
手
は
掌
を
、
左
手
は
反
対
に
し
て
左
右
の
一
本
ず
つ
指

先
を
触
れ
る
）・
蝕
地
印
（
坐
像
で
右
手
を
垂
れ
て
地
に
向
け
る
。
成
道
の
時
に
用
い
た
の
に
起
源
す
る
）・
禅
定
印
（
両
手
の
五
指
を
伸
ば
し
て
左
を

下
に
し
て
重
ね
る
。
瞑
想
に
入
る
思
惟
の
相
）・
施
願
印
（
右
手
を
開
い
た
ま
ま
垂
れ
、
掌
を
外
向
き
に
す
る
）
が
あ
る
（
同
上
）。『
楞
厳
経
』
巻

二
に
も
「
即
時
如
来
、
垂
金
色
臂
、
輪
手
下
指
、
示
阿
難
言
、
汝
今
見
我
母
陀
羅
手
。
為
正
為
倒
」（T

19-110c

、
荒
木
訳
・p.97

）
と
い

う
用
例
が
見
え
る
。

（
８
）
清
浄
寶
目
＝
可
度
『
楞
厳
経
箋
』
に
「『
清
浄
の
宝
目
』
と
は
、
法
眼
（
真
理
を
見
る
眼
）
が
清き

よ
ら
か浄
で
あ
る
こ
と
を
言
う
（『
清
浄
の

宝
目
』
と
は
、
法
眼
の
清
浄
な
る
を
言
う
／
清
浄
宝
目
者
、
言
法
眼
清
浄
）」（
巻
六
・Z89-80b

）
と
あ
る
の
に
拠
っ
て
訳
し
た
。

（
９
）
其
中
或
現
一
首
三
首
…
得
大
自
在
＝
『
義
疏
注
経
』
に
、「
首
は
諸
々
の
聖菩

薩

た
ち
を
も
〔
超
〕
出
し
て
お
り
、〔
そ
れ
は
、
真
理

そ
の
も
の
た
る
〕
法
身
な
の
で
あ
る
。
臂う

で

は
〔
解
脱
に
よ
っ
て
衆
生
を
諸
々
の
苦
し
み
か
ら
〕
提救

済接
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、

〔
仏
が
仮
の
姿
を
現
し
た
〕
化
身
な
の
で
あ
る
。
目
は
〔
智
慧
に
よ
っ
て
万
事
万
物
を
〕
明
〔
ら
か
に
照
ら
し
だ
し
た
と
こ
ろ
〕
に

〔
衆
生
を
〕
導
く
か
ら
、〔
完
全
な
智
慧
の
現
れ
た
る
〕
智
身
な
の
で
あ
る
。〔
観
世
音
菩
薩
は
〕
物衆

生

を
〔
見
る
際
に
〕
虚ム

ダ

に
見
る
こ

と
が
な
い
か
ら
、〔
衆
生
を
〕
見
た
な
ら
ば
必
ず
利
益
を
も
た
ら
す
。
だ
か
ら
、〔
衆
生
を
〕
救
い
護
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
（
首
は

衆
聖
を
出
せ
ば
、
法
身
な
り
。
臂
は
能
く
提
接
す
れ
ば
、
化
身
な
り
。
目
は
明
に
導
く
を
以
て
す
れ
ば
、
智
身
な
り
。
物
に
虚
見
無
け
れ
ば
、
見
れ
ば
必

ず
利
益
す
。
故
に
能
く
救
護
す
／
首
出
衆
聖
、
法
身
也
。
臂
能
提
接
、
化
身
也
。
目
以
導
明
、
智
身
也
。
物
無
虚
見
、
見
必
利
益
、
故
能
救
護
）」（
巻
六
・

T
39-907a

）
と
あ
り
、
孤
山
智
円
は
長
水
の
注
に
更
に
注
し
て
、「
首
は
法
身
の
、〔
凡
聖
の
〕
両
辺
を
超
出
す
る
を
表
し
、
臂
は
解

脱
の
、
衆
苦
を
提
抜
す
る
を
表
し
、
目
は
般
若
の
、
万
境
を
照
了
す
る
を
表
す
。
或
い
は
慈
、
或
い
は
威
は
、
首
に
結
現
す
る
な
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り
。
或
い
は
定
、
或
い
は
慧
は
、
臂
・
目
に
結
ぶ
な
り
。
人
の
首
は
只
だ
一
の
み
な
り
、
故
に
奇
数
に
従
い
て
以
て
増
す
。
臂
は

乃
ち
二
有
り
、
故
に
耦
数
に
従
い
て
以
て
辨
ず
。
人
の
眼
は
二
、
天
は
或
い
は
三
、
故
に
畸
耦
を
兼
ね
て
以
て
明
ら
か
に
す
（
首
表

法
身
超
出
両
辺
、
臂
表
解
脱
提
抜
衆
苦
、
目
表
般
若
照
了
万
境
。
或
慈
或
威
、
結
現
首
也
。
或
定
或
慧
、
結
臂
目
也
。
人
首
只
一
、
故
従
奇
数
以
増
。
臂

乃
有
二
、
故
従
耦
数
以
辨
。
人
眼
二
、
天
或
三
、
故
兼
畸
耦
以
明
）」（『
楞
厳
経
解
蒙
鈔
』
巻
六
・Z21-223a

）
と
説
い
て
い
る
。

（
10
）
二
者
…
皆
名
我
爲
施
無
畏
者
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「〔
一
切
の
事
象
は
幻
の
ご
と
く
実
体
が
な
い
と
観
ず
る
〕
如
幻
〔
三
昧
の
〕

力
で
も
っ
て
、
本
根
に
平
等
な
る
悲

あ
わ
れ
みを
熏
じ
つ
け
て
い
る
か
ら
、
一
身
は
量
り
し
れ
な
い
〔
自
在
な
〕
身
体
を
現
し
、
量
り
し
れ

な
い
〔
自
在
な
〕
身
体
は
一
身
を
現
し
、
十

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
方
〔
に
存
在
す
る
如
何
な
る
〕
微
細
な
国
土
に
も
残
ら
ず
〔
そ
の
姿
が
〕
現
れ
る
。

〔
そ
う
し
て
、
観
世
音
菩
薩
は
〕
一
つ
一
つ
の
呪

じ
ゅ
も
んを
説
き
、
諸
々
の
苦
悩
を
除
き
去
る
か
ら
、
畏お

そ

れ
無
き
〔
状
態
と
な
っ
た
〕
衆

生
は
、〔
何
も
の
に
も
執と

ら

わ
れ
ず
障さ

ま
た
げ
ら
れ
な
い
〕
大
〔
い
な
る
〕
自
在
さ
を
手
に
入
れ
る
の
だ
（
如
幻
力
も
て
本
に
等
悲
を
熏
ず
る
に

由
る
が
故
に
、
能
く
一
身
は
無
量
の
身
を
現
じ
、
無
量
の
身
は
一
身
を
現
じ
、
十
方
の
微
塵
に
、
刹く

に

と
し
て
現
ぜ
ざ
る
こ
と
無
し
。
一
一
の
呪
を
説
き
、

衆も
ろ

も
ろ
の
苦
悩
を
抜
す
れ
ば
、
無
畏
の
衆
生
は
、
大
自
在
を
得
／
由
如
幻
力
熏
本
等
悲
故
、
能
一
身
現
無
量
身
、
無
量
身
現
一
身
、
十
方
微
塵
、
無
刹
不

現
。
説
一
一
呪
、
抜
衆
苦
悩
、
無
畏
衆
生
、
得
大
自
在
）」（
巻
六
・T

39-907a

）
と
す
る
。
な
お
、「
故
我
妙
能
現
一
一
形
、
誦
一
一
呪
」
に
つ

い
て
は
、『
正
脈
疏
』
に
「『
一
一
の
形
を
現
ず
』
と
は
、
各
お
の
の
機
に
対
し
て
各
お
の
身
を
現
ず
る
な
り
。『
一
一
の
呪
を
誦
す
』

と
は
、
各
お
の
の
身
に
於
い
て
各
お
の
の
呪
を
説
く
な
り
（
現
一
一
形
、
対
各
機
而
各
現
身
也
。
誦
一
一
呪
者
、
於
各
身
而
説
各
呪
也
）」（
巻

六
・Z18-328c

）
と
あ
り
、
衆
生
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
呪
を
説
く
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
此
経
に
説
か
れ
て
い

る
呪
は
、
具
体
的
に
は
「
楞
厳
呪
」
の
み
で
あ
る
。「
施
無
畏
者
」
に
つ
い
て
は
、〔
三
〕
注
（
43
）
参
照
。

（
11
）
三
者
…
求
我
哀
愍
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「〔
観
世
音
菩
薩
は
、
心
を
静
か
に
統
一
さ
せ
て
安
定
さ
せ
る
〕
三
昧
力
で
も
っ
て
本

根
に
喜

よ
ろ
こ
びの
心
を
熏
じ
つ
け
て
い
る
か
ら
、
遊
行
す
る
先
々
の
世
界
に
い
る
衆
生
で
〔
そ
の
姿
を
〕
目
に
す
る
者
た
ち
は
、
皆
な
歓

喜
〔
の
心
〕
を
生
じ
、〔
そ
の
〕
身
や
財
を
惜
し
む
こ
と
な
く
〔
喜
捨
し
〕、
哀あ

わ
れ
み愍
を
求
め
る
の
で
あ
る
（
三
昧
力
も
て
本
に
喜
心
を
熏
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ず
る
に
由
る
が
故
に
、
能
く
遊
ぶ
所
の
世
界
の
衆
生
に
し
て
見
る
者
は
、
咸み

な
歓
喜
を
生
じ
、
身
財
を
惜
し
ま
ず
、
以
て
哀
愍
を
求
む
／
由
三
昧
力
熏
本

喜
心
故
、
能
所
遊
世
界
衆
生
見
者
、
咸
生
歓
喜
、
不
惜
身
財
、
以
求
哀
愍
）」（T

39-907a

）
と
す
る
。
ま
た
、『
法
華
経
』「
普
門
品
」
に
は
「
無

尽
意
菩
薩
は
、
仏
に
白も

う

し
て
言
う
、『
世
尊
、
我
れ
今
ま
当
に
観
世
音
菩
薩
を
供
養
す
べ
し
』
と
。
即
ち
頸く

び

の
衆も

ろ

も
ろ
の
宝
珠
の
瓔

珞
の
価
、
百
千
両
の
金こ

が
ね
に
直あ

た
い
す
る
を
解
き
て
、
以
て
之
を
与
え
、
是
の
言
を
作
す
。『
仁
者
よ
、
此
の
法
施
の
珍
し
き
宝
の
瓔
珞
を

受
け
た
ま
え
』
と
。
時
に
観
世
音
菩
薩
は
、
肯
え
て
之
を
受
け
ず
。
無
尽
意
は
、
復
た
観
世
音
菩
薩
に
白も

う

し
て
言
う
、『
仁
者
よ
、

我
等
を
愍あ

わ

れ
む
が
故
に
、
此
の
瓔
珞
を
受
け
た
ま
え
』
と
。
爾
の
時
、
仏
は
観
世
音
菩
薩
に
告
げ
た
ま
う
、『
当
に
此
の
無
尽
意
菩

薩
及
び
四
衆
と
天
龍
・
夜
叉
・
乾
闥
婆
・
阿
修
羅
・
迦
樓
羅
・
緊
那
羅
・
摩
睺
羅
伽
・
人
・
非
人
等
を
愍あ

わ

れ
む
が
故
に
、
是
の
瓔

珞
を
受
け
た
ま
え
』
と
。
即そ

の
と
き時
、
観
世
音
菩
薩
は
、
諸
も
ろ
の
四
衆
及お

よ
び於
天
・
龍
・
人
・
非
人
等
を
愍あ

わ

れ
み
て
、
其
の
瓔
珞
を
受

け
、
分
か
ち
て
二
分
と
作
し
、
一
分
は
釈
迦
牟
尼
仏
に
奉
り
、
一
分
は
多
宝
仏
の
塔
に
奉
れ
り
（
無
尽
意
菩
薩
、
白
仏
言
、
世
尊
、
我
今

当
供
養
観
世
音
菩
薩
。
即
解
頸
衆
宝
珠
瓔
珞
価
、
直
百
千
両
金
、
而
以
与
之
、
作
是
言
。
仁
者
、
受
此
法
施
珍
宝
瓔
珞
。
時
観
世
音
菩
薩
、
不
肯
受
之
。

無
尽
意
、
復
白
観
世
音
菩
薩
言
、
仁
者
、
愍
我
等
故
、
受
此
瓔
珞
。
爾
時
、
仏
告
観
世
音
菩
薩
、
当
愍
此
無
尽
意
菩
薩
及
四
衆
、
天
龍
、
夜
叉
、
乾
闥
婆
、

阿
修
羅
、
迦
樓
羅
、
緊
那
羅
、
摩
睺
羅
伽
、
人
非
人
等
故
、
受
是
瓔
珞
。
即
時
観
世
音
菩
薩
、
愍
諸
四
衆
、
及
於
天
、
龍
、
人
非
人
等
、
受
其
瓔
珞
、
分

作
二
分
、
一
分
奉
釈
迦
牟
尼
仏
、
一
分
奉
多
宝
仏
塔
）」（T

9-57b

、
岩
波
文
庫
本
㊦p.258

）
と
あ
り
、『
解
蒙
鈔
』
は
、「
三
者
…
求
我
哀
愍
」
の

一
段
が
「
普
門
品
」
の
こ
の
一
段
に
対
応
す
る
と
み
な
し
て
い
る
（
巻
六
・Z21-223b

）。

（
12
）
究
竟
＝
「
無
上
の
。
究
極
の
」（『
中
村
』p.262

）
と
い
う
形
容
詞
、「
事
理
の
至
極
。
究
極
の
境
地
。
物
事
の
極
限
」「
最
後
の
目
的
。

究
竟
法
身
。
仏
教
の
最
終
至
高
目
的
。
相
待
（
相
対
）
を
超
え
た
境
地
」「
さ
と
り
、
成
仏
す
る
位
。
天
台
宗
で
立
て
る
六
即
の
最

高
位
。
究
竟
位
の
略
」「
華
厳
宗
で
立
て
る
究
竟
位
」（
同
上
）
と
い
う
名
詞
、「
き
わ
め
尽
く
す
。
悟
り
を
き
わ
め
る
」「
徹
底
的
に

体
得
す
る
」「
実
現
す
る
。
達
成
す
る
」（
同
上
）
と
い
う
動
詞
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
「
最
高
の
境
地
」
を
表
す
名
詞
の
意
味
で
あ

る
。
用
例
と
し
て
は
、『
法
華
経
』
巻
二
「
信
解
品
」
の
「
我
等
長
夜
、
於
仏
智
慧
、
無
貪
無
著
、
無
復
志
願
、
而
自
於
法
、
謂
是
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究
竟
」（T

9-18b~c

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.256

）
な
ど
。
な
お
、
動
詞
の
用
例
に
は
、『
楞
厳
経
』
巻
四
の
「
今
得
聖
乗
、
猶
未
究
竟
」（T

19-

121b

、
荒
木
訳
・p.305

）
な
ど
が
あ
る
。

（
13
）
四
者
…
得
大
涅
槃
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「
円
〔
満
に
〕
照う

つ

〔
し
出
す
三
昧
の
〕
力
で
も
っ
て
、
本
根
に
捨無

執
着
の
心
を
熏
じ
つ
け
て

い
る
か
ら
、
既
に
果さ

と証
り
、
珍
し
い
宝
石
で
も
っ
て
、
上
は
諸
々
の
仏
に
施
し
、
下
は
衆
生
に
〔
そ
の
功
徳
を
〕
及
ぼ
す
か
ら
、

〔
衆
生
が
〕
求
め
る
と
こ
ろ
の
〔
世
の
中
の
事
柄
や
そ
れ
を
超
え
た
仏
の
世
界
の
事
柄
と
い
っ
た
〕
世
法
・
出
世
法
を
、
願
い
の
ま

ま
に
成
就
さ
せ
る
（
円
照
力
も
て
本
に
捨
心
を
熏
ず
る
に
由
り
、
既
に
し
て
果
証
し
、
珍
宝
を
以
て
、
上
は
諸
仏
に
施
し
、
下
は
衆
生
に
及
ぼ
す
を
得

れ
ば
、
亦
た
求
む
る
所
の
世
・
出
世
の
法
を
し
て
、
願
に
随し

た
が

わ
ざ
る
こ
と
無
か
ら
し
む
／
由
円
照
力
熏
本
捨
心
、
既
而
果
証
、
得
以
珍
宝
、
上
施
諸
仏
、

下
及
衆
生
、
亦
令
所
求
世
出
世
法
、
無
不
随
願
。
此
上
喜
捨
二
段
、
互
言
皆
得
）」（
巻
六
・T

39-907a

）
と
す
る
。

（
14
）
圓
照
三
昧
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「『
円
照
三
昧
』
と
は
、
即
ち
一
行
三
昧
な
り
（
円
照
三
昧
者
、
即
一
行
三
昧
也
）」（
巻
六
・T

39-907b

）

と
す
る
。『
解
蒙
鈔
』（
巻
六
・Z21-223d
）
は
、
こ
の
「
一
行
三
昧
」
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、『
起
信
論
疏
』
巻
二
に
引
用
さ
れ
た

『
文
殊
般
若
経
』
を
援
用
し
て
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

た
と
え
ば
『
文
殊
般
若
経
（
文
殊
師
利
所
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
）』
に
言
っ
て
い
る
、「『
ど
う
し
て
一
行
三
昧
と
名
づ
け
る
の
で

す
か
』
と
。
仏
は
言
っ
た
、『
法せ

か
い界
は
一絶

対
平
等相
で
あ
る
か
ら
、〔
法
界
に
存
在
す
る
事
物
を
〕
縁
と
し
て
法せ

か
い界
に
専
念
す
る
の
を

『
一
行
三
昧
』
と
名
づ
け
る
。
一
行
三
昧
〔
の
境
地
〕
に
入
っ
た
者
は
、
数
え
き
れ
な
い
諸
々
の
仏
や
法せ

か
い界
に
〔
固
定
的
・

実
体
的
な
〕
差ち

が
い別
の
相す

が
た
が
無
い
と
い
う
こ
と
を
知
悉
す
る
の
だ
（
如た

と

え
ば
『
文
殊
般
若
経
』
に
言
う
、「『
云い

か
ん何
が
一
行
三
昧
と
名
づ
く
』

と
。
仏
言
う
、『
法
界
は
一
相
な
れ
ば
、
縁
を
法
界
に
繫か

く
、
是
れ
を
『
一
行
三
昧
』
と
名
づ
く
。
一
行
三
昧
に
入
る
者
は
、
尽
く
恒
沙
の
諸
仏
・

法
界
に
差
別
の
相
無
き
を
知
る
』
と
」（T

8-731a~b

）
と
／
如
文
殊
般
若
経
言
、
云
何
名
一
行
三
昧
。
仏
言
、
法
界
一
相
、
繫
縁
法
界
、
是
名
一
行

三
昧
。
入
一
行
三
昧
者
、
尽
知
恒
沙
諸
仏
法
界
無
差
別
相
）（T

44-223b

）

	

「
一
行
三
昧
」
は
、『
望
月
』
に
「
法
界
の
平
等
一
相
を
観
ず
る
三
昧
を
云
う
」（
第
一
冊
・p.130

）
と
あ
る
。
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（
15
）
縁
心
自
在
＝
「
縁
心
」
と
は
「
縁
慮
心
」
の
こ
と
（
荒
木
訳
・p.104

）。「
外
界
の
対
象
を
縁
と
し
て
思
慮
す
る
心
」（『
中
村
』「
縁
慮
心
」

条
・p.121

）。『
楞
厳
経
』
巻
二
に
も
「
汝
等
尚
以
縁
心
聴
法
、
此
法
亦
縁
、
非
得
法
性
」（T

19-111a

、
荒
木
訳
・p.105

）
と
い
う
用
例
が

見
え
、
荒
木
氏
は
、「
分
別
心
」
と
訳
す
。『
集
注
』
は
、「
補
遺
に
云
う
」
と
し
て
「〔
音お

声と

を
識
別
す
る
〕
耳
識
（
聴
覚
）
は
最
初

に
音お

声と

を
〔
悟
入
の
〕
縁
と
す
る
か
ら
、『
縁
心
』
と
言
う
。
前
塵
（
認
識
対
象
）
に
〔
心
が
引
き
ず
ら
れ
て
付
き
〕
従
う
こ
と
が
な

い
か
ら
、『
自
在
』
と
言
う
（
耳
識
は
初
め
音
声
を
縁
ず
る
が
故
に
、『
縁
心
』
と
曰
う
。
前
塵
に
循し

た
が

わ
ざ
る
が
故
に
、『
自
在
』
と
曰
う
／
耳
識
初
縁

音
声
故
、
曰
縁
心
。
不
循
前
塵
故
、
曰
自
在
）」（Z17-157a

）
と
す
る
。

（
16
）
因
入
流
相
、
得
三
摩
提
＝
「
入
流
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、〔
一
〕
注
（
３
）
参
照
。
こ
こ
で
は
、
長
水
子
璿
の
説
（『
義
疏
注
経
』

巻
六
・T

39-903a

）
に
基
づ
い
て
訳
を
試
み
た
が
、「
流
」
の
語
を
「
法
流
」
す
な
わ
ち
「
真
理
の
流
れ
」
と
解
釈
す
る
温
陵
戒
環
の
説

（『
要
解
』
巻
一
一
・Z17-791a

）
に
基
づ
く
な
ら
、「〔
真
理
の
〕
流
れ
に
入
る
と
い
う
相事

象

に
よ
っ
て
」
と
い
っ
た
訳
に
な
ろ
う
。『
正
脈
疏
』

は
、「
入
流
の
相
に
因
り
て
、
三
摩
提
を
得
」
に
つ
い
て
、「
最
初
に
聞
に
反か

え

り
、
円
湛
に
し
て
不
生
滅
の
性
に
住と

ど

ま
る
を
、
因
地

の
心
と
為
す
な
り
（
因
入
流
相
、
得
三
摩
地
者
、
最
初
反
聞
、
住
円
湛
不
生
滅
性
、
為
因
地
心
也
）」（
巻
六
・Z18-329b

）、
す
な
わ
ち
、
真
正
の

聞
に
立
ち
か
え
り
、
円
満
に
し
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
不
生
不
滅
の
本
性
に
住と

ど

ま
る
こ
と
を
、
修
行
を
支
え
る
心
（
因
地
心
）
と
す
る

の
だ
、
と
解
釈
し
て
い
る
。

（
17
）
彼
佛
如
來
＝
『
正
脈
疏
』
は
、「『
彼
の
仏
如
来
』
と
は
、
即
ち
観
音
如
来

0

0

な
り
（
彼
仏
如
来
、
即
観
音
如
来
）」（
巻
六
・Z18-329b

）
と

す
る
。〔
一
〕
に
「
時
に
於
い
て
仏
有
り
て
世
に
出
現
し
、『
観
世
音
』
と
名
づ
く
（
於
時
有
仏
出
現
於
世
、
名
観
世
音
）」
云
々
と
記
さ

れ
て
い
る
仏
の
こ
と
。
観
世
音
菩
薩
に
対
し
、
聞
・
思
・
修
の
実
践
を
手
が
か
り
と
し
た
三
昧
の
境
地
へ
の
深
入
を
教
示
し
た
と

さ
れ
る
。
詳
し
く
は
〔
一
〕
参
照
。

（
18
）
授
記
＝
『
中
村
』
に
「
修
行
者
が
未
来
に
最
高
の
悟
り
を
得
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
仏
が
予
言
、
約
束
す
る
こ
と
。
仏
が
弟
子
に
、

未
来
に
は
仏
に
成
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
保
証
を
与
え
る
こ
と
」（p.641

）
と
あ
る
。
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（
19
）
世
尊
…
徧
十
方
界
＝
『
義
疏
注
経
』
は
、「
眼
〔
の
〕
観
〔
る
と
い
う
は
た
ら
き
〕
耳
〔
の
〕
聴
〔
く
と
い
う
は
た
ら
き
が
言
及

さ
れ
る
の
は
〕、〔
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
〕
六
根
の
う
ち
の
二
例
を
概
略
し
て
取
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
聴
聞

を
観
じ
、〔
耳
根
と
い
う
〕
一
根
が
〔
そ
の
本
源
に
〕
立
ち
か
え
れ
ば
、〔
見
・
聞
・
嗅
・
味
・
触
・
知
の
〕
六
〔
つ
の
分
別

作
〕 
用

は
た
ら
き

 
は
起
こ
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
十

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
方
で
円
〔
満
に
し
て
霊
〕
明
な
唯
一
〔
無
二
〕
の
宝尊

き
悟
り覚
〔
を
得
た
菩
薩
〕
は
、
こ
う
し

た
理
由
で
〔『
観
世
音
』
と
い
う
〕
名
を
得
る
こ
と
に
な
り
、
一
切
〔
の
世
界
〕
に
行
き
わ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
（
眼
観
耳
聴
、

六
根
の
二
を
略
挙
す
る
な
り
。
或
い
は
此
の
聴
聞
を
観
じ
、
一
根
旋
復
す
れ
ば
、
六
用
成
ぜ
ず
。
故
に
十
方
に
円
明
な
る
唯
一
の
宝
覚
は
、
此
れ
に
由
り

て
名
を
得
て
、
亦
た
一
切
に
遍あ

ま
ね

し
／
眼
観
耳
聴
、
略
挙
六
根
之
二
也
。
或
観
此
聴
聞
、
一
根
旋
復
、
六
用
不
成
。
故
十
方
円
明
唯
一
宝
覚
、
由
此
得
名
、

亦
遍
一
切
）」（
巻
六
・T

39-907b
）
と
す
る
。

�

（
本
多
道
隆
）


